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網走市紋章制定の由来

本市の紋章は2,600年 (昭和15年)記 念事業の一環としてヤ般がら募集、昭和15年

5月22日制定されたもので、 「ア」 「走」の文字を共通に図業化しt・全体を9gの形に

して海港網走を表示したものである。

本書は昭和51年版に引続き刊行予定の昭和52年版が都合により発刊できなかつたため昭和31年.昭

和52年の合併版として、この間における市政各般の数的なものを主体として集録したもので、写真

をキ|し て別rFll行する市勢智介のための 「網走市概況」の姉妹書として特に市政の細部について

調査研究される方々 の参考1市政将来の資料保存を目的として編集致しました1従つて比較対照す

る上からも出来得る限り昭和50年より、又重要と思われるものについては終戦後よサ登載すること

とし、機構寺はなるべく最近のものを登載致しました。             と
…
なお本書の資料を提供された各方面の御協力に対し紙面を借りて,いから感謝敦します|

纂編 の  百

市  役  所網  走

昭 和 年 9月
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1位 置 及 び 地 勢

(イ)位 置

本市は北海道網走支庁管内の東部に位しオホーノク海に面している。東は斜里郡、西は常爵郡に連なり、南は東藻琴

村を経て釧路国に接し、東経四十四度十四分、北締四十四度三分に位置している。

(口)地   勢

地勢は槻ね南方に高く、藻琴山を経て釧路国阿寒の雄峯を望み、西は網走湖、能取湖を経て】ヒ見平野に連つており、

網走川は流程95K128,そ の源を阿寒郡峯に発し、津別川、美幌川等を合し網走湖に入り再流してオホーツク海に注

ぐ。その下流に本市る形成している。その他藻琴山に源をもつ流程51K927の 藻琴川をはじめ、大小の河川及び各種

の湖沼発達し、中でも網走湖は周囲45将余、能取湖は31粁余、藻琴、溝沸湖等点在している。海流は主と`して対馬暖

流が宗谷海峡から東流しているが千島寒流の一分派の流入を見ることがある。

天産ゆたかな風景のすぐれた網走附近は数千年の普から原住民族の郷上で、今に残る豊富な遺跡がそれを証明してい

る。ここに和人の来住するようになつたのは貞事年間(1掲野)松前
藩の宗谷場所開設以後であり、網走に実際に漁場

の開かれたのは寛政10年 (1.798)以前、村山伝兵衛請負の末期と推定される。今から約百五十五年ほど前のことで

ある。村山伝兵衛は藩主直領の宗谷、斜里、高場所の請負人として北海道沿岸開発の端緒を開いたのであるがこの地

方の漁業を近代化し、その開発を積極化したのは文化5年 (1.808)か ら明治初期までの半世紀以上にわたる藤野家

の経営の結果であつた。この期間に堵われた網走の実力は運上家のあつた斜里を凌いて明治の発展を迎えた。蝦夷地

が北海道と改められ、Jと見国網走郡の呼称が定まり、その中′ふ地に網走村の名が与えられた。明治12年網走郡役所が

置かれ同50年にはその管絆区域をもつて網走支庁が設置され一貫して】ヒ見の行政中心地としての歩みを続けて来た。

その基本は明治 5年 5月の村名確定の時に倉tまるというのが網走開基の根拠である。

】こ海道の開拓は柿岸から内陸へ移つた。】ヒ見開発の前途に立建がつていた中央山脈と千島火山脈は明治25年の釧路通

路 (網走～り‖路間)翌 24年の中央通路 (網走～旭川間)の 開通によつて相ついて突破され新天地を望む移住者の群が

続々と雪崩れこみ明治50年の屯田兵入地と前後して内陸には点々と農村部落の発 を 見、網走背面の生産力を増大し

た。沿岸随一の港湾をもつ網走はそれらの物資輸送港として活況を加えた。さらに大正元年には網走本線、昭和 6年

〕‖網線、同10年湧網東線の鉄道が大 開々通、一方大正 8年には築港工事が開始されて、ここに陸海交通の要宙を占め

オホーツク海大漁田を擁する水産業をはじめとして農林、畜産の各産業及び、それらの加工工業が勃興、それに伴つ

て各官公衝や事業場が集中され、文化施設も着々と整備されるに至つて昭和22年2月11日をもつて市制を施行した。

実に網走の発展は興隆北見の締図であり今や名実ともに東北海道における中′ふ都市として新たな瞬進を続けつつあ

る。

面 積 及 び 広 ぼ う

革沿

面 周 囲積| 443平 方 粁 067 151.092米 1

盟
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市 役 所 々 在 地

網 走 市 南 も 条 東 4丁 目 2番 地 海 抜| 7米 6

網 走 地 方 気 象 台 調

( 1 )気 象 概 況

颯ご
管内の西、南、東辺に連工す1.000～1.500米級の山脈と沿岸を洗う、宗谷暖流は網走地方の気候を極めて有利

に支配している。

即ち寒候期は北西の栞温季節風を遮り積雪は適西方面に比ぺ、ほるかに少く寒気も内陸に比べ、海流の影響も加は

り和いでいる。ス暖候限暖湿の南の季節風は乾燥高温 (最高温度56支摂)と なつて網走側に吹下し夏作物に好影響

を与える。内陸の暑さはかなり強いが沿岸網走地方は海岸気候を現し凌ぎ湯い.風 力 (最大の記録秒50米)は 冬期

しばしばオホーツク海に大陸旋風が発達滞留して猛吹
1雪が続くことがある。しかし時恰も漁業の冬眠期に当つてい

るので海上の遭難寺はない。

夏の季節風は一般に蒻く稀に随風華が接近しても内j也で見られるような被害は殆んどないと言つてよい。従つて家

雨 く日最大記録 107耗)は 珍らしく、又一般雨星も少なく網走地方は道内は勿論、本)1でも最寡雨地帯となつてい

る。

16.7月 頃の海霧発生も特に冷夏時を除いてはとても根釧地方の比ではなく少ない。初夏の頃オホーツク海に寒冷高

気圧が滞留発達して数年に一回位の割でメ1冷気候を現すこともある。ス霜、雪、根雪はおそく、それぞれ初日は10

月12日、11月乙日、12月5日である。

地理的に見てオホーツク海沿岸殊に網走地方の冬期特殊現象としてオホーツク流氷の来製が毎年1月半頃から始ま

つて、最盛期には沿岸を埋め、観光的、学術的に壮観を星する。併し一方このため長期間漁勢不能となり海上交通

も杜絶し地方産業にマイナスとなつている。

以上要約して網走督内は地形的、海流的に恵まれて高締賢に拘ず所耐北見気1民とも称すべきものを現し、少くとも

道】ヒ、道東では最も住みよい気候地帯と言えよう。

(2 )昭 和 3 1年 度

(イ)気 象 概 況       f

昭和29年の凶冷、昭和50年の豊作につづき昭和51年は、また凶冷に見舞われる結果となつた。

昭和51年は 1月から4月 まで気温も平年よりやや高い状警で経過したので、まづ出だしは順調であつた。ところ

が5月 に入ると異常高温乾燥となり,そ れにひきかえ、其後5月下旬からは異常な低温となつて8月 一杯つづい

た。 9月 、10月と天候は好転したが時すでにおそく、このため北見管内の一部地方では岐護皆無の年となつた。

(口)気      温

候気

a

●

ぷ
均

度

平

湿

％
１

５

月

月

極1克ダ極1蚤平 均 1高
C°

-  6 . 5

-  5 . 7
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圧

気
降 水 量
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平
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風
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4 . 4

C°
- 1 6 . 7

, 15.9
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西
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16。9

1 1 . 5

5 . 5

-  5 . 8

5。9

1 1 .乙

22.2

28.5

24.7

28.0

26.Cl

50.7

20.6

16.6

5 . 5

50。7

- 1 7 . 5

-  ア . 5

2 , 4

5 . 0

8 . 2

12.0

8 . 5

0 . 9

-  7 . 4

-  1 2 .乙

-  1 7 . 5

るア.2

47.4

42,5

106.0

50,4

162.5
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南 南 東
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出

月別
＼＼|

1月 |

2 月

5 月

4 月

5 月

6 月

7   月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

天 日 |「隼 水

4

7

1

4

2

2

4

8

4

2

15

15

18

8

ワ

22

26

25

12

9

11

20

1 1

7

11

1乙

19

る

4

1

5

11

16

12

27

20

21

15

12

27

2

0。1=1. 9

2

16

4

10

17

15

16

12

9

16

24

‐２

８

倒

‐０

７

５

８

‐２

９

９

‐１

５

む
く二)気 象

区 分 1総 数 1初 日
1終

日
 1初 終期間日数 十翌年に亘る初日

霜

手
≡ョ

64

1 1 0

145

前年の10月10日

″ 10月 51日

″ 10月乙1日

4月29日

4月21 1 ]

4月21日

202

175

175

1 0月2 2日

11月16日

11月16日毒
ヨ積

ほ)昭  和  32 年  度

(イ)気 象 概 況

昭和乙2年十よ1月、 2ダJといづれも高温でH及冬となつたが、 5月に入り逆に冬]との気圧配置がつづいたのでやや低

温となつた。管内では 5月 9日から14日までの連日の猛吹雪で交通機関は全く麻】鳴i状態になつた。ついて 6月～

9ダ]一杯また低温がつづいたが其の程度は各月とも明く、従つて昭和2?、乙1句iのようなことはなかつた。

「
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(口)気

C °

-  5 , 6

-  6 .ろ

-  4 . 6

4 . 7

9 . 5

1 1 . 2

16.7

1 8 . 1

14.6

10.2

4 . 8

-  1 . 8

-  1 .る

4 . 8

7 . 5

1 1 . 2

6 . 4

1 . 1

5 . 4

10。8

- 16。 7

1 , 0 1 1 . 5

1,008.2

1,007.8

降水量1言
5 1 . 6

1 1 . 5

92.4

18.0

121.5

67.4

55。2

167.0

149,9

95,9

20.5

98,9

927.6

南 南 西

南 南 西

北  西

南 南 東

北  西

南 南 束

南 南 東

南 南 東

南 南 束

南 南 西

南 南 西

北  西

南 南 東

多

　

向
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風

均
　
速

朗
期
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制
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制
刺
瑚
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岡
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―
暑蔦司品 1畳昌1岳昌

(ハ)気 候

漁ほ百モ下
1

2

5

4

5

6

7

8

9

10
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12

月

月

月

月

月

月

月

メ]

メJ

月

月

月

1 1

6
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5

5

5

7

9
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6

1

16

9

15

9

9
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7
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11

9
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5

2

5

5

5

5

7

1

5

7

7

5
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1 8

7
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18
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7
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0 , 1 < 1 9

15
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1ワ
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9
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勉

２‐

％

８

一

一

２

８

％

( 二 ) 気

数十初 日
 1初 終期FHl日数 十翌年

に亘る初日

痛

雪

64

107

126

前年の10月22日|

;料暑枢|

5月 1日

5月15日

4月 7日

1 9 1

1 9 1  1

招51

10月19日

10月18日

12月 9日
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作)年 次 別 気 候 概 況

万1

圧

平
　
気

均

度

平
　
湿

一

引
一刺
翻
刺
剣
判
岬朝

封

‐一附

鋼

劉

劉

郷

鍋

調

Hll

1 , 0 1 1 .

1 , 0 1 1 .

1 , 0 1 1 .

1,015.

1,012.

1,012.

1,012.

1,012.

1,015.

1,014.

1,012.

1,012.

1,007.

紹
８‐．４
‐
‐船
明
８０。２
‐
潟
７７．‐
‐
利
叫
卿
劉
劉
州

け

註 降 雪日は昭和24年までは降水量0.01托以上、昭和25年ワ降は 0。1米t以上の日独なり、

日照時は昭和29年以降は時間数。

年 次 別 季 節 現 象

年 次

昭和  |
20とF

21年

22年

25年

24年

25年

26年

27年

28年

29年

50年

51年

52年

前年の10月12日

初  霜   日 終 霜 日 1初
|

5月20日

6月 1日

5月 9日

4月20日

6月 9日

6月 7日

5月 7日

5月 2日

5月19日

6月10日

5月 9日

4月29日

5月 1日

前年の11月 5日

″ 10月 25日

″ 10月 28日

″ 1 0月29日

″ 1 0月27日

″ 1 1月 5日

″ 1 0月25日

″ 1 1月 5日

″ 10月25日

″ 10月 7日

″ 1 0月5 1日

″ 1 0月5 1日

″ 1 1月1 6日

日

1終

雪 日 暑星1晶睡
―
「熱

高

畳巳

争

1 0月1 6日

10月 7日

10月 8日

10月24日

10月17日

10月21日

1 0月2 6日

1 0月1 4日

10月10日

10月10日

1 0月1 0日

10月22日

5月19日

5月21日

5月 2日

4月25日

5月 9日

5月22日

5月 1日

5月25日

5月17日

5月11日

5月 2日

4月21日

5月15日

25,2

24.フ

24.0

24.8

28.4

29.8

2 1 . 4

22.5

22.乙

22.も

2 1 . 5

22.も

19.5

じ
２２

‐８

押

‐７

２０

祐

２０

１８

２２

２‐

１８

‐７

祐

一
　

一
　

一
　

二

　

一
　

】

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

―
川
刊
引
■

〈
―
洲
―
封
「
刻
刊
川
４‐
ゴ
ヌ
‐
剣
「
―
刻
判

７‐
■
封
川
‐
，■
Ｈ
び
―

Ｃ
訊

範

該

ψ

引

乾

立

拓

立

郷

卸

側

罰

制
拓
「
７‐‐＝
靭
「
フ４‐＝
凋
「
制
「
７５‐
「
７２‐
‐
８４‐
‐
８０‐
‐
倒
封
偶
川
‐４‐‐
‐

r八

- 7 -





(1)議 決 機 関

(イ)市 議 会 機 構

議 長― 副議震―

― ―
議 会 事 務 局

く。)歴 代正副議長とその職産

議   長

― 議 会 運 営 委 員 会

― 総    務

一 文 教 厚 生

― 産    業

―
ェ

丸

田  野

田  野

田  野

治

　

一
一
　

二

哲

　

哲

岡

　

岡

　

岡

月
月

月
月

月
月

月
在

５

９

　

９

４

　

５

４

・
５

年
年

年
年

年
年

年

２

４

４

６

６

０

０

２
２

２
，２

２
５

３
現

和

″　
　
″
″
　
　
″　
″　
　
夕　
″

昭自
至

自
至

自
至

自
至

民 主 党

な  し

な  し

1

2

5

4

5

6

7

8

9

10

11

12

田 野 岡 哲 二

月 岡 敏 一

小  田  宮  雄
:中
西 仁 郎

｀
板 垣 昔 夫

磯 崎 政 義

滝   井    昇

高    政   雄

杉 本 辰 治

尾 藤 忠 雄

岡 田 由 太 郎

田 村 直 美

総  務

⑥総  務

文  教

総、 O議

工、 議

エ

総

C産 、 議

工

○産

絡、 議

-8 -

藻   琴

南 六 東 三

大    山

南 四 東 一

卯 原  内

北    浜

副 議 長

栄

南 八 西 二

南 五 西 二

南 四 西 一

南 八 東 一

就

一
軸
至

軸
至

白
至

1党 派 別 |

自 由 党

自 由 党

任

一
和

　

和

年

一
２
６

６
０

０

月

一
５
４

５
４

５

氏 摘 要

２
２

２
５

５
現

年
年

年
年

年

月
月

月
月

月
在

村

村

村

″

　

″

聞 議 長

所 属 常 任 委 員 会

32.10.25死 亡



15

14

15

16

17

18

19

20

21

2 2

25

24

25

2 6

27

28

2 9

50

茂

良

賀

い

太

栄

朝

】守

雄

芳

村

雄

造

郎

‖頂

虫口

夫

員再

人

和

子

せ

景F

閣

治

春

次 長識

治

武

栄

市

柏

広

草

土

林

酒

窪

間

渡

中

高

有

古

吉

藤

鈴

田

本

崎

川  六

野

田  多

幸

井  儀

田

イ乍

辺

サl l

田

里

田

岡

本

木

辺

王

文

○工

工

産

総

産、 ◎ 議

⑥文

総

O文

文

産

文

○総

文

産

⑥工、 議

潮    見

稲    密

南 五 束 二

卯  サ:i 内

音  根  内

南 六 東 一

新    町

南 九 西 二

南 十 一西 四

能    取

南 十 西 三

南 七 東 六

南 七 西 三

南 三 東 二

大         曲

嘉  多  山

豊    郷

南 四 東 一

け 電

註 @印 は委員長 ○ 印は副委員長

(三)‐ 本 会 議 開 催 状 況

5 1倫鮭活登 :

1会 期 日数 1 4

生1離実日数Ⅲ

:1218鮭登|;

5  0  年

1  8 5

会 期 日
警
44 1 1

開催文日放 18 1

会 期 日数

開催実日数

提  出 件  数 1  5 8 1  1  2

可 決 件 数

扉簸奮贔すめ蛤千
審 議 未 了 件 数

1  2 4 1  1  5 9 0

じ ば
4 5

否決 8 審 未 1 撤 回 1 |
|

継 続 審 議 件 数 2 2 | 4 5

註 常 伍委員会付託件数及び継続審議件数は付託後の議会において委員会報告として提出されるので

提出十1数が重複するからこの点承知ありたし    ,

(ホ)提 出 乗 件

5 2年

2 2

1岬

年一劉
一い

器景1可 否決 |そ の他

判
- 9 -



１

９‐

２‐
‐
‐
‐
４‐
‐
‐
‐
１１
‐川
「
―
―
‐認
―
　
・（
―
昭
―

４

２

　

４６

５

61

務

業

生

ｆ
営

…
運

会

雛　　　　　　陣

総

産

文

工

議

特

(キ|｀i t )

(キLli｀
(1快)

(継)

(継)1

(liSlと)
(取)

(継め
(取)

| (キ|卜)

(キ性)

議員提出議案

陳 1古計 願

選 任 同 意

任 命 同 意

辞 職 許 可

議 長 指 名

選

建  議

決  議

(へ)委 員 会 開 催 状 況

(キ|と)

(継)1

(継)21

力
|

」|
|
261

‖

２

　

２

５

４

１

１

範

継

水
・
―

ト

ー

ー

ー

引

Ｌ

十

１

巻
）

環

採

れ
幹

軸

掟

相
　
浩

議

【

提

附
事
譲
　
　
！一　
・

った
敵
認
諮
　
報

(撤)

圏‖ 831

判

)●

〉●

ン

一

昭
一鍋

一料

は継続審議中 く末)は 審議末了 (取)は 請願陳情の取下げを本会議で承

自 由 民 主 党 社

註 本 表中 (不)は 不採択 (継)

認したものである

卜)議 員 党 派 別

数

P

- 1 0 -

1 0



(〕 執  行   機

(イ)市 役 所 機 構

関

|―
総 務 部―

― 工 営 部―

―
福 祉 事 務 所

― 税 務 課―

|

|―一秘 密 係―総務
号
一―
|≡告旨骨
― 整 鐘 係
― 市員税係
― 資産税探
一 徴 峡 係

十
~~衛 生 係
一潜 締 係― 厚 生 課― | 一員 生 係
|―
公 益質 屋

商 工 係

―施千線―1試遷画密
一港湾課―匡雪藁
―水道課――1王堅
―雑鯨獣癖十三墜

係

係

係

係

係

係

係

務

務

務

務

護

じ 屯

DR

|―壬各一―才 出

市    議     会 一――

選 挙 管 逸 委 員 会― ― ―

監  査   委   員   会 一十一一一一

農  業   委   員   会 一一一―十一

公  平   委   員   会 ―

教 育 委 員 会
― ―

―引三菱

…
1 1 ニ

|一一農 政 課
―

F:讐

匡 擦

一一林 務  係



名  1党

(口)歴 代 三 役 と 職 歴 年 月

0市   長

就 任 年 月十 氏

し

し

し

し

な

な

な

な

雄
　
士口
　
士口　
郎

光

栄

栄

三

島

田

田

末

大

吉

吉

有

理代
月

月

月

月

月

月

月

在

年
年
年
年
年
年
年

確
２２％％卸卸現

ィ

″

″

″

″

″

″

昭自
至
自
至
自
至
自
至

し

し

し

し

な

な

な

な

正
　
正
　
士
口
　
治

堅
　
一二

国

　
内

南

南

北

大

月

月
月
月
月
在
月
在

６

６

６

４

６

　

４

年
年
年
年
年
　
年

駿
卑
卑
『
『
研
確
現

昭
　
　
　
　
　
昭

自
至
自
至
自
至
自
至

就 任 年 月十氏

O岐 入 役

(ハ)配 置 人 員

計
施 ェ 坐圭聖 =1主

事
1技
師
1主
事 補
1技
師 補
|そ
の 他

衝

努

％

‐６

調

‐８

‐９

毎

‐１

‐６

‐１

６

７

４

研

‐０

７

　

】

名

‐４

２０

９

‐８

９

８

‐５

１

４

６

５

４

４

秘

1 1

5

4

4

12

7

5

6

5

2

1

5

5 2

5

1

1

4

4

15

1

1

7

1

6

19

10

5

2

2

部

課

課

課

部

課

課

部

課

課

課

所

所

係

産
　
　
　
　
　
響
務
出

務

務

務

生

業

水

政

営

設

湾

道

策

事

才

計

工
　
　
　
　
　
細
社
入

総

絡

税

厚

産

商

農

工

施

港

水

失

福

才

就 任 年 月 1氏

塁
昭
耽
″ 年 5塁

1浅
沼 徳 太 郎

- 1 2 -



― T

( 二 ) 網走市農業委員会

定数 25名  任 期2年 (昭和ろ5年4月1日現在)

職 氏 名  1就 任午月甲 1  職   1  氏 名
1就
EE牛月 日

二

雄

郎

夫

吉

造

郎

信

市

聖

夫

男

一
　

　

　

大

哲

　

多

英

信

栄

幸

秀

弥

教

吉

政

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

岡

　

田

田

村

崎

木

金

藤

守

垣

野

　

　

　

　

　

々

里

闘

土

池

西

柏

作

国

佐

久

板

辻

長

員

52.7.20 1

52, 7.51  1

52. ア.20  1

52. ア.16  1

52. ア.乙1

52. ア.16

委 員
1遠

藤 竹 市

西  谷  正 勇 喜

市 本 武 雄

任 藤 喜 美

相 沢 芳 一

井 上 良 夫

太  田   富   三

湯 浅 敏 夫

松 山 恒 雄

渡 辺 賀 子

八   巻    勇

(昭和乙5年4月1日現在)

52. 7.16

52. 7.51

52. 7.16

52. ア.20

52. 7.16 じ 電

(ホ)公 平 委 員 会

定数 5名

要摘氏職 名
 1就
任 年 月 日

1任
期
|

委 員 長

委  員 雄

雄

重

辰

富

東

宮

藤

出

ナ||

本

蔵   1  昭和29. 8,24

″ 28。12,18

″ 52. 4. 1

4

4

4

(昭和5ろ年4月1日現在)

(へ)監 査 委 員

定数 2名 任 期2年

1就
任 年 月 日

昇

郎

ユ
屯
　
Ｌ

昭 和 市議会議員

学識経験旨

1 6

25

乾″'電

選挙管理委員会

① 委   員    任 期3年 (昭和55年4月1日現在)

就 任 年 月

昭 和 コ年 5月 2 9日

″ 5 2年 11月 1日

″ 5 1年 1 0月 1日

② 各 種選挙投票状況

ヽ所 1摘    要氏 名
1党
派別
1住

′ト

藤

関

林

EFl

)il

金  太  郎

宗   憲

V  ヽ   よ

吾

150 毬

: |

】ヒ  8   芝目 2

な し

な し

な し

施 行

年月日
区 分
博 ド岳ゴ昂件 1瑞 哲 督剣季 十ろま吊

―
静‖
二
告
―
下景 春

n羽
餐
議縮
暴 に ぁ

伍 4義 ″
イ
&酎Jス 4 Jほ 型

化皮
Jュ
駅
,生
%剖 割H封 打女引 畑

■
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
引
■

- 15-



４７４

４７５

０‐４

０‐４

夕

掛

‐
瑠
‐
‐
期
‐
一．．
‐
弱
‐
封
瑠
‐
（〓（‐判
―
封
町
‐

Ｈ
叫
―
明
―
四

（〈”
―
町
潮
「
認
料

淵
判
糾
鋼
「
判
潮
「
判

的中唾申貯辛車審薙中中守

―
埼
―
‐鍋
―
調
―
―
―
ゴ
利
‐
朔
「

４
．

４
．

４

″

７

５
．

卸

　

卸

　

詢
　
　
　
　
コ

　

ψ

. 0予
くイ)歳    入

一 般 会 計

ト

項

昭 和 5 1年 昭 和 5 2年

|

算

―
奉

税る

週

よ

的

に法

普

旧

目

地 方 交 付

地 方 交 付

公 企 業 及 び 財 産

財  産   l l■

145,024.000

145,014.000

10.000

46,560.000

46,560.000

5,640。600

925.600

2,715.000

15,718.800

9,610.800

4,1086000

59,551.550

1,802.400

57,749.150

2,592.500

660.000

1,752.500

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10,000

151,795.656

149,595.656

2,400.000

72,605.525

72,605.525

415。こ20

415.520

14,544.000

9,721.000

4,82ろ。000

67,200.899

992.000

66,208.899

2,608.600

691.000

1,917.600

10.000

10.000

2,510。000

2,510,000

10。000

10.000

164,105.500

160,752.200

5,571.500

70,000.000

70,000。000

452.100

432.100

14.992.800

9,867.800

5,125.000

87,655.000

990.000

86,645.000

2,027.400

725.500

1,505.900

500.000

500.000

4,000.000

4,000.000

10.000

40.000

峡
　
　

　

　

　

岐

税

税

入

税

税

税

入

入

代

料

料

料

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

静

L甲

財  産  売

使 用 料 及 び

使    用

手    数

国  庫  支

交    付

補    助

却

手 数

出

出
，
６

交

補

入

付

助

附

付

入

繰

越

越

産

寄

繰

財

繰

繰

７２

７２

鶴

鶴

”

７５

１
刻
‐‐―
刻
―
川
判
―
州
判
‐
制
「
―
倒
―

範

範

銘

路

５４

７‐

７５

７５

粥

９０

盗

湾

‐
８０２
‐
‐‐阻
‐
‐４４５，‐
川
船
‐
‐剤
―
担
当
‐

密

秘

観

位

０５２

％

- 1 4 -



10

1

2

3

4

5

叫文

付

金

入

入

岐

付

雑

納

繰  替

雑

市

入

入

金

戻  入

入

債

債

合   計

金

金

入

金

入

債

債

言十

5ろ,291.400

る95。900

10.000

52,887.500

18,乙00.OC10

18,500.000

540,508.350

8,767.200

8,678.000

89,200

9,555.000

8,858.000

695.000

11,568。200

11,568.200

91.000

21,000

70.000

65,000.000

65,000.000

94,979.400

4?,100,200

528.000

10.000

48,762.200

10,050.000

10,050.000

570,844.200

12,776.150

47ア.C100

10.000

12,289.150

51,208.000

51,208.000

587,634.950

(上 水 道)

額
~

使 用 料 及 手 数 料

使    用    料

手    数    料

年

一

昭 和 3 1年 1昭 和 5 2年 十昭 和 3 3

工  事

給 水

配 水

繰

費  収  入

工 事 費 l l k入

工 事 管 収 入

12,04る。600

11,906.600

140.000

14,595.000

14,595.000

8,800。000

8,800.000

56.000

15.000

21.000

70,000.000

70,000.000

105,477.600

14,211.000

14,150.000

61.000

4,791.000

4,791.000

16,700.000

16,700.000

58.000

17.000

21.000

60,000.000

60,000。000

95,740.000

じ ば

入

繰
　
　
納

雑
　
　
市

雑

　

　

　

市
　
　
歳

特 男」会 言| (市 有財産整備)

年1昭 和32年 十
菰下|百
~算
 額 |

昭 和 5 5年

産

産

産  元

支

助

入

岐

峡

却

出

入

入

十(

金

金

言|

25,701.000

25,701.000

55,000.000

65,000.000

58,701.000

26,769.590

2,592.464

24,576.926

508.000

508.000

27,277.590

28,027.051

2,885.505

25。141.726

5?ア.500

597.500

28,424.531

特 別 会 計 (公益 質 屋)

一・15-―

２

一
予

５

一
項

和

．



叫
側
柵
胡
―
―
―
到

８
５
５
０００
０００
　
　
　
　
的

入

金

入

債

債

峻

入納

雑
　
　
市

雑

　
　
　
市

２

　

　

　

３
１

１

１

粥

如

００

００

００

　

　

　

　

１０

７

２

５

００

００

　

　

　

　

Ｚ

２
，

２
，
　

　

　

　

　

　

　

０
，

入

金

入

債

債

岐

伺納

雑
　
　
市

２

　

　

　

３

００

側

００

００

００

００

００

００

００

００

４００
畑
刺
７００
５
　
５
０００
０００
卿 歳 入 合 計歳 八 合 計

金

金

金

金

入

金

入

債

債

計

蜘帥入藤峡脚雑　市雅

国
　
　
繰
　
　
雑

　

　

　

市
　
　
歳

特 別 会 計 (採石事 業)

10
1孫
翌

当額 ‖ 款

入

入

入

入

計

岐

峻
　
　
　
含

業

業

岐

峻

入

事
　
　
雑

事
　
　
雑
　
　
歳

入

入

入

入

計

峻

峻
　
　
　
含

業

業

炊

　

入

事
　
　
雑

事
　
　
雑
　
　
歳

特 別 会 計 (居場 事 業)

7 , 2 5 0 .

7,250.

20.

20.

7,270.

当 初 予 算

昭 和 53年 度

項
 1当

初 予

現翻
剰
耐
封

使 用 料 及 手 数 料

使   用   料

雑   峻    入

(と)歳

つ
昭 和 5 5年引

一　
　
　
翻

翻

初 予  算

6 , 6 9 8 .

6,698.

57,256.

5 6 , 1 7 1 .

964.

100.

16,552.

15,204.

1 , 1 4 8 .

46,075.

一 般 会 計

-16-
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5

6

7

8

9

10

1 2

13

-17-

9,1古
!;i::‖| 5,70?.

費

費

費

梁

画

橋

湾

計

降

市

道

港

都

御

８０

側

４０

側

７０

２〇

一

５４５

御

５２０

施

８２７

捌

範

如

銘

‐７８

７７４

‐２

乙

６

宅

５

‐１

５

１

１

‐６

４

０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
州
刊
到
判
淵
川
州
淵
掘

ｏｏｏ
７００
０００

０００
０００

０００
０００‐
５００‐
鋼
利
‐Ｗ
剰

剣
鍋

卸

４０

００

側

４０

側

００

鈍

御

１０

００

盗

２０

２０

側

１５

８０

％

夕

伊

８５７

卸

７７‐

範

御

００８

０２‐

郷

珈

範

１７５

８４８

馴

％

熟

　

亜

岡

１８６

網

捌

０‐７

捌

郷

押

郷

５８０

卸

卸

斜

６２‐

鋼

純

６７５

御

　

４‐４

４‐４

銘

‐２４

８

１

５

２

６

０

４

１

２

柘

４

７０

ｐ

　

‐

２

５

１

　

１

１

６

５

１

５

５

１

１

５

８

８

８

　

　

１

　

　

　

　

８

８

４

１

85,555.

59,765.

172.

2,521.

52,260.

8,718.

500.

?,966.

1,971。1

4,505.

5,490.

15,440.

2,965,

4,451.

1,047,

1,150.

2,874.

971.

2 , 6 1 1 .

2 , 6 1 1 .

297,

297.

7 1 5 .

595.

119,700

21,555.000

21,555.000

も,665.

27,765,

11,644.

75,91フ.

5,576.

12,0乙乙.1

5,568.

1,535,

757,

44,242.

も,405.

80,791.

59,7も5.

2 0 4 .

1,419.

27,544.

11,989.

11,209.

2,028.

5,591.

15,446.

5,175.

4,654.

1,065.

2,240。

2,555.

2,806。

2,806.

565.500

565.

780.

689.

21,445.

21,445.

55,こ62.600

教     育      管

教 育 委 員 会 費

小 学 校 費

中 学 校 費

社 会 教 育 管

教 育 振 興 費

教 育 営 繕 費

教 育 費 支 癖 職 員 費

社 会 及 び 労 働 施 設 費

生  活  保  護  費

民 生 委 員 費

社 会 福 祉 費

失 業 対 策 事 業 費

住     宅     費

母 子 住 宅 請 入 費

道 営 住 宅 話 入 費

保  健  衛  生  費

伝 染 病 予 防 仲

衛 生 事 業 費

健     民     費

産 業 経 済

農 業 委 員 会

農     産

水     産

商     工

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

成員オ

統

財

統

選

観 光 諸 費

冷 害 対 策 救 農 土 木 費

産

産  造

言|・

予十

挙

選 挙 管 理 委 員 会 費

参 議 院 議 員 選 挙 費

海 区 調 整 委 員 選 挙 費

農 業 委 員 会 委 員 選 挙 費

公     債     脅

元  利  償  還  金

諸 支 出 金

徴 税 及 公 金 取 扱 費

りd

働電



1 4

市  勢

市 管

繰

前 年 度

赤  字

予

振  興

支  鶏  譜

出

繰 上 充 用

補  映

備

備

合

渇齢対
猛鑑制

|

540,:|:|::||

4,886.5001
|

12,58?.6001
|

8,800,00q

2,514.

15,459.1

16,700.

17,000.

1,200.

1,200.

587,684.

昭 和 53年

ぞや

費

金

金

金

費

費

言ヤ歳

特 別 会 計 (上水 道)

款    項

年
十
額

算
当 初
t予
 算

事

管

務

理

業

管

管

池

修

エ

債

債

備

備

費

費

費

費

費

費

費

費

費

fFr

費

費

費

言ヤ

‐劉

　
　
　
　
　
　
　

劇

眺
市
節
１００
節
麺
　
脇
ク
０００
０００
ｍ
ｍ
４７７

４

５

　

７８

訊

２８

　

　

「

％

％

　

　

０５

４００‐
到
側
淵
淵
刊
刺

４００‐

卿
酬
洲

４００‐

７６０
４２５
範
郷
‐７２
２２２
　
施
勲
瑠
如
側
側
９７９

６

６

　

７‐

４‐

１５

　

　

８

‐５

４５

　

　

９４

4,458.

、5,729.

729.

57,814.

50,041.

8,500.

15,000.

65.

4,208.

55,167.

55,167.

500.

5 0 0 ,

95,740.

当 初 予 算

送

配

配

維

給

水

水

水

持 補

水

工 事

工 事

工 事

工 事

事

特 別  会  計  (市 有財産整備)

半瞥端 1響 歩端 |
11管 安

費

費

費

費

費

費

賃

金

金

費

費

計

換

換

成
交
暇
入
　
　
　
　
合

理

務

理

業

造

地

用

購

出

出

備

備

事

管

事

財

鉄

裁

財

繰

繰

予

予

歳

脚呵
5190001

52,126.

2,000.

る,524.

1,000,0001

1,000,0001

E8,701,00げ

既調
2,500.00q
2,500.0001

500,0001

ガ劇

6 1 5 .

100。

5 1 5 .

25,50?.55

1,120.55産

道 用

判ぐ所

産

19,180.

5,009.000

4,000.000

4,000.000

500.000

500.000

2 8 , 4 2 4 .弱1

L志

- 1 8 -



特 別 会 計 (公 益 質 屋)

119.200

119.200

20.000

20.000

58.250

58.250

10,774.100

297.

297.

20。

20.

16.

1 6 .

10,969.

α10

度

Ａ

一

費

費

金

金

費

費

費

費

出

出

費

貸

計

一

年

一額

　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
ロ

計 (砕 石 事 業)

昭  和  5 2 年 昭  和  5 5 年

観
範
野
梵
２‐４
２‐４
踊
踊
２７０

管

管

費

費

費

費

費

費

計

業

務

業

事

設

設

備

備

石

施

1,021.

1,021.

14,8範 .

14,8乙8.

120.

120.

15,979.

特 別 会 計 (屠 場 事 業)

1予

r r l和る3年 度

わ0

屠  場

事

公

公

事 業  費

業   費

債    管

債   費

781.20ざ 3
781,20011

7?7.50011

797.5001

- 1 9 -



に)決 算 の 状 況

歳   入 (一 般 会 計)

昭  和  5 昭  和  る  1 年

中一額
144,227.

144,101.

125.

47,081.

47,081.

1 ,642.

772.

869.

税

税

入

税

税

入

入

fヽ

料

料|

料

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

入

金

入

入

債

債

言ト

岐

　

　

　

岐

通よ・る税中坤巾峡

離
方
方
数
産

市
日旧
地
　
統
財
財 15,942.61

9,007.

4,954.

58,529.

1,558.511

56,990.

2,501.

696

1,605.

12,257.

1,280。1

産  売  却

料 及 手 数

用

数

庫  支   出

イ寸

助

出

付

助

付

付

入

繰

越

越

政

付

金

支

　

　

　

　

　

産

　

　

　

　

替

用使

使

手

国

交

補

適

交

補

寄

寄

繰

財

繰

繰

雑

納

繰

雑

市

市

歳

じ

封
部
祠
劇

好
５００
５００
価

１０
“
“
駆

10

，

「

特 別 会 計 (上 水 道)

款款 1決 1決 算

使 用 料 及 手 数 料

使   用   料

手   数   料

工 事 費 収 入

工 事 費 l l k入

ヨ
剣
刺
習
淵
詞

‐２２‐
‐
昭

２‐０‐

捌
矧
翻

節
勁
夕
和
簡

使 用 料 及 手 数 料

使   用   料

手   数   料

工 事 費 岐 入

工 事 費 収 入

9,051.

8,945.

88.

10,218.

9 .受1 .

，Ｌ
γ

―-20 -―



697.

9,164.1

9,164。1

176.81

18.

158。41

入

金

金

入

金

入

債

債

青十

岐費弾
入
入
岐
付

水

3

4

5

０００
０００
７４２
７４２
悔
郷
郎
０００
０００
９７‐

５００
５００
％
７７６
％
２‐
７２
０００
醐
稗

５
５
祐
に
　
　
　
５０
５０
鶴

金

金

金

金

入

金

入

債

債

計

出

出

　

　

　

　

　

　

　

合

支

支

入

入

岐

付

庫

庫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

国
　
　
繰
　
　
納

雑
　
　
市

納

雑

も5,000.

65,000,市

歳  入

特 別  会  計  (昭 和51年度市有財産整備)

1決 |ユ声毬

額| 決  算  額

特 別  会  計  (昭 和51年度公益質屋)

入

金

入

債

債

計△
ロ

炊

付納

雑
　
　
市

雑
　
　
　
市

92.

92.

400.

400.

入

入

金

金

金

金

炊

峡

出

業

業

韓

助

入

入

事

事

国

補

繰

繰

2,000.

2,000.

5,290.75歳  入

798.57

798.

出

一 般 会 計

昭  和  5 1

輸a
年

一
額

蜘

抑

酸

４‐８

皿

げ

施

密

範

７‐４

田

範

４

４

骸

５‐

‐

　

１７

に

１

悟

８

１

測
ｑ
留
州
翻
釧
淵
釧
淵
洲
調

２４０
２４０
硫
２５０
‐１７
郷
卸
御
伊
‐１７
控
観

４
４
５２
５‐
‐
　
１５
‐４
１
悟
る

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

昭  和  5 0

夢
~≧
生三登墨≧[

議

市

員

員

会

職
　
　
員

所

所

委

委

防

役

査

平

役

市

監

公

消

梁

署

団

木

橋

湾

防

防

路

消

消

　

道

港

土

-21-



,

li巳γ

9

10

1 2

1 3

教

教

/Jヽ

中

社

教

教

教

社 会

生

民

社

失

住

母

冷 害 対 策 救 農 土 木 管

計  画

育

委  員  会

学   校

学   校

宅

子 住 宅 請 入

健  簡   生

染 病 予 防

生  事  業

民

業  経   済

業 委 員 会

産

産

工

光   諸

産

産  造

言ヤ

討
`

挙

会 教 育 管

育  振  興  ・費

育 営 繕 費

育 管 支 鶏 職 員 費

及 び 労 働 施 設 費

活 保 護 費

生 委 員 費

会 福 祉 費

業 対 策 事 業 費

費

費

費

費

費

費

脅

管

費

費

費

管

費

管

費

管

管

保

産

伝

衛

健

農

農

水

商

観

財

財

続

続

選

費

費

費

含

費

選 挙 管 理 委 員 会 費

知 事 道 議 員 選 挙 費

市 長 市 会 議 員 選 挙 費

参 議 院 議 員 選 挙 費

海 区 調 整 委 員 選 挙 費

公     債      費

元 利 償 還 金

諸 支 出 金

徴 税 及 び 公 金 取 扱 費

市  勢  振  興  費

市 費 支 癖 諸 費

繰     出     金

前 年 度 繰 上 充 用 金

5,687.

50,401.

5,188.651

9,282.71

4,000.641

1,410.

2,410.

25,995.

4 , 1 1 2 .

69,462.871

58,449.451

195.

2,057.

19,978.

8,801.

8,075.1

1,612.971

5,515.

2,948.

10,800。1

5,025.

4 , 1 1 7 .

1,ていこ貨5.

955.241

1,059。27

4,948.

4,948.

545.

545,

1,358.

552.

474.151

コ1・
理|

15,664,804

15,664.804

66,012.02ご

1,277.529

4,840.841

9,518.792

16,776 742

- 2 2 -

55,598.51?

5,499.1

42,520,

も,285。21

10,771.

4,864.

1,も26.

1,995口81

12,596。41

4,180.

70,554.

59,159.

1 6 4 . 1

1,622.

24,655.4

5,679.

1,275.

11,495.

1,814.1

6,184.

5,495。1

21,657.1

5,001.5

5,7西 。1

1,255,45

1,877.

5 , 3 4 1 .

8,426.11

8 , 2 2 9 .

8 , 2 2 9 .

557.

轟ア.

1,559.51

577.

704,

57.

18,404.09

18,404.

72,558.

1,125。1

5,584,1

10,695.

9,962.

45,592.



・
―

・・
―
刊555,755.

費

費

計△
ロ

備

備

1 4
|

J
515,029.54引

特 別 会 計 (上 水 道)

務   費

理   費

業    費

独 事 業 費

共 事 業 費

水 工 事 費

債   管

債   費

備    貸

備   貸

特 丹J 会  言| (市 有財産整備)

&錦;酬11篭務が魯|
75,1舞1播|

事

管

単

公

給

事

管

送 水 管 工 事 費

配 水 管 工 事 管

給 水 工 事 費

公   債    費

債   費

備   費

備   費

合  言 |‐

安   畳 |
魯 |
費 |

決  算  額

6,521.

550.

71,るも5,951

15,050.

765,

8 , 5 8 9 .

15,552.

15,552.

1岳!|千♀
・
|千千1
控盤
・
翻

段撤]‖3

辺屯
15,?95。1881 1  維 持 補 修 工 事 費

４

一　
　
一

昭和51年度分

理   費

務   管

業    費

鉄 適 用地 交換 費

裁判所 用地交換費

特 ' J会 計 (公 益 質 屋)

財 産 購

予   備

予   備

費

管

費

入 詞
渦
F富和51年度分

決  算 ｑ

判

「

劃

５

５

　

　

　

　

　

　

０１

出

出

費

費

支

支

備

備

一甘

166.0011 4

166.0011

乙98.9001  5

598.900

1,0乙乙.0701

伍0缶07軸

費

寄

金

金

費

管

務

務

付

付

設

設

3

一- 23 -一



脩)市 有 財 産

極別 名
有価証券 1随 期 金 丁

上
頭 1価

上
再 1下
生
丁 而
控
特 1 計裡 J l l   ' ~ ~ ~～ 1 'ア

~`‐″/ 十ヽ ‐
ナヽ4   数 十価   格 1呼   銀 1価   枯 |   "ロ

行 政 財 産 l l  l栃 .制
御掲紹
判
帽お皓
判
抽 紘

鋼
蜘 沼

___I   L__

判
お
|

特別 財 産
|あ
あ4側
Jあ
卸4範
4

ゴ‐一ン
　　「

一一

十

一―帥一　　計

―
|

―

|     ― |

148,752. 判| じ

仔)主 要 事 業 施 行 状 況

昭 和 3 1年 度

鉄道変換 宿 舎新 築 工事

同 上 附 帝 土 工 事

同 上 屋 根 工 事

同 上 通 信 工 事

同 上 電 灯 工 事

裁 判 所 宿 舎 新 築 工 事

音根 内 中学校 校長住 宅
新   築   工   事

鱒浦小学校校長住宅析築工事

藻琴中学校職員住宅新築工事

西小学校職員住宅新築工事

呼人小学校職員住宅新案工事

都市計 画街 路北 中央 通
改   良   工   事

公益 質屋 台庫 新 築 工 事

鉄道交換宿舎新案工事追加

簡耐、2階建、4陳

整地4.ア25m2、道路新設2201n

簡耐2棟2戸、p坪 956

簡耐1棟1戸、20坪780

簡耐1棟1戸、21坪58

簡耐1棟1戸、15坪40?

簡耐1棟1戸、15坪409

簡耐1棟1戸、15坪409

ヨンク)一 卜側構延長82in92

簡耐1棟2階建、延20坪

簡耐1棟6戸2階建、82坪?92

庫
1道
補助
1市
 費

昭 和  32 年  度

名  |
|
i勾

降
工事
剖
起 債 1国

庫
1齢
助
1市
費

鉄 道 交 換 住 宅 移 築 工 事

全         上

1棟6戸建、55坪50

全    上

1棟1戸、16坪25

1棟4戸、51坪00

一　

一　

一　

一

・
―
十
一‐

「
刊

一　

一　

一　

一

り

狙

郷

卸

上

上

企

全

紹

盈

- 2 4 -

560



浦 浦小 中学校住宅杉案工事

市有 自動 車 々トド新 築工事

野球場木造 スタンド増設工事

児 童 遊 園 地 設 備 工 事

オー種 公営住宅 新 祭工事

金          上

オニ種 公営住宅 新 築工事

西 小 学 校 増 築 工 事

西 能 取 小 学 校 増 築 工 事
並  附  帯  工  事

網 走 小 学 校 増 築 工 事

浦 士 別 小 学 校 改 築 工 事

藻琴小学校職員住宅新築工事

海 _L保 安 署事務室移築工事

木造1棟2声建、14坪5

木造平家建1棟、17坪孟

15畳測各22間、言|・44間

木柵56K、 砂場1夕所その他

簡耐平家建1棟6戸、68.54

仝  上  1棟 4声、45.56

企  上  1棟 5戸、46。55

企         上

木造屋根亜鉛茸平家 82坪50

木造電根亜鈴茸平家建 55坪00

上 52坪 50

校舎272坪50渡廊下26坪25その他

簡耐平家建1棟1戸、20坪00

移集建物10坪00渡廊下増築等

一

‐

一

‐

一

‐

一

‐

‐

‐

７８０
‐

5。189

20E

25`

508

2 1 4

1 2 1

も.pl

899

110

一
　

一
　

十
　

一

2

1

1

1

2

2

1

11

一企

一　

一

- 2 5 -





(1)

世 帯 数

鵬
″

4年

5

″  6

″  7

″  8

″ 9

″ 10

″
1 1

″ 12

″ 14

″ 2 2

″ 2 8

″ 2 9

″ 5 1

″ 5 2

″ 55

″ 5 4

″ 55

″ 5 6

″ 40

″ 4 1

″ 4 2

″ 45

″ 44

大正元年

,  2

″  5

″  4

″  5

″ 6

r_7

″ 8

″  9

″ 10

″
1 1

″_12

″115

″ 14

昭和元年

″  2

″ 5

1 ,

1 ,

1 ,

1 ,

1

1

1 ,

1 ,

2

5,

, 5 ,

4,

4,

5,

4,

4,

4,

4,

4,

4,

年次別人口増加の趨勢

1 , 1

1,91

4,61

2,7

5,01

1 2 1

1 1 1

1

81

摘

全

北見洲経験誌 (松本十郎)

網元郡上人 丹々」調 0網 走村設定さる

網元郡上人 別々調 (明治 6年 )

網冗郡士人 別々増戒調書 (明治8年)

網元郡古民調書 (明治9年2月1日)和 人式氏名に改む

網尻郡古民戸籍調査 (明治10年)

才27大区示区戸籍帳 (明治11年)

北海道旅行記 (佐藤喜代治)

北海道誌上

網走郡14ケ村戸籍簿 (明治14年)

北海道旅行記

北見町状況報文

北海道殖民状況報文

北海道奥羽港湾之状況 (除部落)

全     上 (″ )

上 (″ )③ 北見町舛8ケ村戸長役球発足

企     上 (″ )

全     上 (″ )

全     上 (″ )

組走町築港調査書  ( ″  )

全     上 (″ )

北海之新天地    ( ″  )

全    上

北見繁栄要覧

】ヒ見之富源

昭和 8年 町勢一般

統計一般

町政 一般

金  上

全  _11

全  上

大正 8年事務報告書 ③ 女満別村分村

才 1回国勢調査

大正11年事務報告書

全    上

大正12年事務報告書

大正15～事務報告書

オ2回 国勢調査

大正15年齢碗報告書

昭和 2年 町勢一般

昭和 8年 「r」勢一般

- 2 6 ~

2.

2,

2,



昭和 4 t F

″  5

″  石
:

“  7

″  8

″  9

″ 10

一
‐
剤
「
劇
淵
判
判
判
鋼
劇
刺

７５‐
０８２
一　
・　
一
８‐２
銘
８５４
岬
射
７‐５‐
５‐４‐訊
矧
側
翻
『
判
７０５‐
矧

４

　

５

乙

５

６

７

７

６

６

７

　

　

　

５

７

６

８

‐８

伊

２０

２０

伊

２０

２０

２２

２‐

２２

酬
調
劉
料
判
粥
切
切
利
凋
‐劉
判
判
引
翻
渦
親
酬
刑
淵
訓
釧
判
郷
瑠
ｑ
ｏ４フ‐
刻
州
劇

２‐８‐
‐

．２４
％
％
％
２６
２７
コ
乾
フ
フ
コ
タ
コ
コ
詢
雰
西
訊
訊
西
７
ゆ
４０
鶴
４０
４０
４２
電
４４

刺
剣
判
淵
醐
引
剣
棚
矧
羽

４２５‐
到
翻
翻
刊
引
劉
馴
翻
羽
刻
倒
‐劉
測
引

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

|
―
1昭和]18年市制斑行関係書類

12,71dオ5回鳳勢調査

格招附猛壼暑  |15,6:1告
言号暑8暑暑尋鑑                |

一
1昭
和48T事務報告書

協勧羅ン纂
鶴
   |

彬招鍋幣瞥民脅緊曇
鋪制施行Q外4ω領酵紡宇

1 8 , 1 5 1全 ―L

1 1

12

15

14

15

16

17

18

19

20

21

2 2

23

24

25

2 6

27

28

29

50

51

52

1 8 , 7 0 4 1オ7回国勢調査

19,173常住人口調査
|

|;|?!1橿曇晶堅
調亨

'iS諸1伊暑雷雷全晶査
,1増鞘曇
民登録人
軍

(2)年 次別人口動態

一
Ｈ
弱価
劇‐瑠揚
８４５‐

出一巾中ｉ中ぃ印「帥「中「中掬叩一

小続
瑠り『「宅一

「刻
封鉛‐勢
劇判
翔判
ス７．‐判

叫
郵
材
‐冊刑

‐‐‐―
糾劇

死

一
男

・
夕

御

一

一

一

一

ｉ
　

２４

打

刀

５０

掲

引

亡

計

一
６

５

２

２

２

２

女
．
げ
伍
１０２
‐０７
‐２‐
惚

死

男

‐８７
伊
け
佑
解
岨

婿 姻 離

- 2 7 -



‐
朗
利
刻
封
封

５‐‐
ホ
潤

５
ゴ

５０
‐
羽
漏
■
紺
郡
潮
潮
掛
糊
鋼
淵
掛
翻
掛
剣
針

甘

凋

２

‐

―

―

ｌ

ｉ‐

‐

調

４‐
‐

遡

矧

親

馴

科

料

馴

劉

洲

劉

判

―

制

刊

刊

到

４５‐

封

凋

劇

‐判

糾

引

封

８

１

１

―
封

ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
判

‐
‐

１

１

１‐

５‐

封

５‐

２‐

叫

ｑ

７‐

‐２‐

‐２‐

１

５‐

９‐

‐１‐

＝

１２
‐

‐０
‐

８
‐

ポ

８
‐

‐０
‐

‐２‐

２‐‐

―
―
判
制
劇

引

切

朝

■

『
引

η

¶
ｑ

ｌ

明
「

判

「
判

『

留

判
判
制
判
珂

―

料

羽

酬

羽

鋼

鋼

謁

翻

洲

訊

封

封

　

踊

西

守

訊

孟

４０

７

２‐
，
１５

西

該

２４

‐

５０
‐

４０
‐

４４‐

判

封

調

刊

引

剣

封

判

到

‐
―

引

引

ｑ

封

ｑ

判

封

封

判

封

判

判

昭和51年

1月

2

5

4

′i 5

■6

! 7

.‐8 '

9

1  1 0

1 11

12

i昭R152年

1月

2

・3 i

4

5

6

7

8   ‐

9 ｀

10

1 1

12

li(3)｀ 普通世帯t準 世帯別世帯数及び人口 (昭和50,10,1現 在)

人

数
女総 教|
20,59こ

19,979

6 1 4瑠 各掛を秘
普通世帯とは、住居と生計をとも、に

寄宿舎、下宿、合宿、寮にあり家計

ているか、或は三ケ月以上r_ゎたつ

している人たちや―人で一戸を構えて審している人を言う。準世帯とは

をともにしない常住者の集りで、この場合の常住者とは三ケ月以上住ん

て住もうと思つている人を言う。

討

ヽ

―‐2e_―・



( 4 )市 街、部落別世帯数及び人口

(イ)市 街各区別世柑数及び人口

(昭和乙0,lo,1現 在)

年
人
２５
比
事

Ｒ
対
加

昭
調
増
引

〓″
―
鞘
瑠
判
棚
剣
料
期
目

あ

２

忙

20,

こ賀5,

市 街 総 数

海 岸 町 一 円

緑 町 一 円

北 区 一 円

網q
l,8
|
1 , 2

22,?

2 1 , 8

5 , 7

1 , 2

2 , 5

7 ,も

15,6

1 1 , 9

5 , 5

5 , 5

1,278

295

621

15,855

25る

155

2,865

5,60ワ

7001

1551

262

紹
判

判

刊

，５
‐

対

，１
‐

１
１
１

「

引

留

判

判

，９
‐

，１
‐

‐

‐

‐

２‐

２５

５

１

２

６

悟

‐１

６

５

劇
料
射
淵
封
刑
‐
２‐８‐
ｉ温
判
翻
調
淵
到
翻
刺
渦
酬
判

２

　

　

　

　

２

５

　

　

　

　

　

　

　

　

１

１

％

　

　

５

６

１

　

　

１

５

２

１

円

円

円

円

円

円

円

円

円

区 一

時

時

場 一

南 区 一

時

町 一

時

曲 ．

東

台

桂

駒

鉄

西

新

三

大

117

7001

6 1 1

185

1781

8951

註 △ 印は減

(口)部 落地区別、世帯数及び人口

範

神

４０４

観

雑

晦

判
8,105

925 796

4284‖
 側
9鋼事 ，

ｏ

ｌ

ｌ

００

１０

％

２２

２

８

0 , 0

△  も,

棚
|

2,57]

7 4 5 配

(ハ)部 落別世帯数及び人ロ

部  落  別 一
総

世帯数
人

数十男 1女
部  落  別

翻
552

1,698

1,041

254

54も

169

557

270

8寛

52`

1 1 2

291

５６２
慨
節
２６２
躍
５‐５
‐２２
４７４

御
４８
佃
鶴
麺
慨
訊
％

原

多

呼

東

能

平

卯

嘉

越

ニ

人

走

取

和

内

山

歳

岡

る
伍
悔
タ
コ
７２
妙
鶴
‐

‐判
釧
明
斜
君

２０７
‐
判

２０
‐

洲

矧

潮

斜

１４‐

糾

制

判

治

岩

陽

化

岬

山

見

坂

明

二

向

文

美

大

汐

八

- 2 9 -
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胡
盟

親

掛

棚

―

寄

万

室

内

別

　

浦

根

士

栄

な

九

実

音

浦

　

清

刻
劉

剰

到

洲

刺

封
鍋

潮

到

洲

封
剣

科

‐

浦

郷

園

琴

和

里

富

浜

鳩

豊

沖

藻

昭

山

稲

北

(5) 世 帯主の所属産業による世帯数及び産業別人口 く昭和50,10,4現 わ

ロ
ジ
       |        十    人数に悪 数|

林 業,狩 猟 葉

漁 業、水 産 養 殖 業

設

製    造     業

卸  売 、小  売   業

金 融 保 険.不 動 産 業

運輸通信、その他公益事業

サ ー   ビ   ス   業

公         務

分 類 不 能 の 産 業

無         業

数

業

業

業

7,551

1,749

8 2

474

75

545

779

8 5 7

186

も05

815

600

5 6 6

22,216

5 , 2ク

115

1 , 3 4 2

9 5

骸

1 ネ5 4 1

1,267

295

899

1 , 0 8 3

810

10,3河

2 0 , 帥

5 , 1 6 6

53

1鶴

12

〃

6 4 7

930

9 4

118

785

1 1 0

14,570

42,746

6,p5

148

1,550

107

949

2 , 1鶴

2 , 1 9 7

589

1,017

1 , 8 6 8

920

25,040

年 令 !総

(昭和抑,10,1現 在)

註 世帯主の所属産業別の世帯数には準世帯555は含まず

(6) 男 女別年令及び各才別人口

劇
ｑ
留
棚
翻
潮
潮
刺
瑠

制
切
判
翻
鍋
翻
剰
瑚
剣

‐特
匂
鞘
笥
助
‐乳
判
珂
胡
‐ｑ

刺
判
鯛
馴
鋼
洲
醐

５‐４‐
ｑ

判
刻

捌

刊

刻

潮

調

刻

10

11

12

15

14

15

16

17

18

19

- 5 9 -



:|

８‐‐
酬
矧
判
判
到
封
斜
「
明
引
劇
酬
淵
羽
倒
判
制

６‐‐
酬
ョ
淵
判
判

２７‐
封
淵
潮
川
円
判
８‐

観

６２

褐ヽ

観

６５

“

伊

範

伊

７０

７‐

７２

拓

７４

７５

％

″

湾

沖

卸

８‐

骸

踊

盟

鶴

銘

伊

鶴

観

的

引

姥

拓

９４

拓

％

７

粥

”

００

翻
洲
洲
測
馴
酬
訓
洲
劉
判
判
翻
翻
引
引
郷‐効‐「
智
竹
「
判
制
町
郷
判
用
Ч
岬
岬
則
州
判
卿
叫
留
留
州
岬
珂
判
劇

劉

２０

２‐

控

拓

２

２５

％

牙

郷

妙

卸

軸

乾

轟

コ

西

轟

フ

配

ｐ

４０

４‐

２

毎

紹

奄

名

好

組

４９

５０

５‐

磁

踊

５４

弱

監

５７

５３

研

６０

…  …  … _ _ 1 _| と      _



(7) 男 女別年令階級別人口

年令階級別

(昭和50,10,1現 在)

男

2,6刻
|

:!:;;|
あ1対

象鋼
|

掲
;l:|

年令 階 級丹J

羽
潮
秘
胤
回
晋
翻
判
剰
ｏ４２‐
潮
温
「

―刻

ノ

０

５

‐０

‐５

２０

２５

詢

西

４０

４５

ｍ

～  4

～  9

～  1 4

～  1 9

-  24

～  雰

～   54

-   59

～   44

～   49

～   54

55  ～

60  ～

65  ～

70  ～

75  ～

80 -

85  ～

90  ～

95  ～

100 -

59

64

6?

74

7?

84

8 9

94

99

104

刺
剣

翻

知湘
引
打
――
＝

( 8 )住 民 登 録 人 口

ぺ
区

月別
＼＼ヽ 世 帯 窓 1総  数

1

2

5

4

5

6

7

8

9

10

11

12

月

月

月

月

月

月

月

月

月

7,

7,

7,

7,

7,591

7,

7,

7,41

7,

|
7,4181

7,

2 1 , 8 6 1

21,909

22,052

22,127

22,172

22,192

22,

22,

22,

22,

::|!|:|

蜘
瑠
御
触
穂
卸
観
朗
靭
醐
踏
掬

鋼電
名

名

名

毎

４４

４４

４４

４４

４４

４４

４４

( 9 )住    宅

本市は幸にも戦禍から免れたが市の発展に伴う人口増加により住宅不足を余儀なくされている現状である。昭和28

年 9月 1日現在の調査結果による住宅の所有関係は持家5722世帯、借家1950世帯、給与住宅1205世帯、同居世帯

212世帯、非住宅95世帯となつておる。又昭和50年国勢調享においても住宅に関する簡単な事項を世帯の関係事項

とともに調査したが依然として住宅不足は解消されていない。

- 5 2 -



(イ)住 宅の種別による世柑敷及び住宅の畳敬

陥
ド
ー
ー
‐
‐
‐
‐
ｒ

住宅の居住室の畳敬 |

(昭和50,lo,1現 在)

一世帯当り畳数

54ワノ(

(部落)

宅
数
住
常
封
世
び
る
及宅
ぁ

住
に

19,こ

25,4

14,4

8 , 5

17,2

福

％

２２

５

２０

剤

盟

瑠

『

剖

数

牧

家

家

貸

宅

舎

屋

他

住与

宿

宿

の

総

持

借

間

給

総

　

住

宅

　

寄

下

そ |
日
欲
的

人

２
，
く

(口)市 街部落別による世帯数及び住宅の量数 (昭和50,10,1現 在)

住宅の一人当りの畳数!!||:iti!:::!!!!:!!!:::!|キ;!!|‐‐‐―|総数十市街1部落
翻

‐
　

　

　

・

・

‐

数

牧

家

家

借

宅

舎

屋

他

住

総

　

住

宅

　

寄

下

そ

総

持

借

間

給 与

宿

宿

の

珊
4

4,85]

1,915+

1,4莉|

5601

子夢|

1461

85,

45,

20,

4,

1 6 ,

註、 市 街地には海岸町、台町、稚町、駒場、三眺、大曲を含む

- 3 3 -





単位 千円

総 価 格

推 定 総 生 産 額(1)

5,867

4,577

12,994

17,708

28,555

55,457

48,520

51,260

66,055

76,560

109,554

128,996

4811

5471

8591
1,7ブ
1,523

1 6 6 ,

768,

1,098,

1,970,

1,962,

5,055,

5,425,

5,152,

5,429,

5,995,

4,099,

4,495,1

‐０４‐
瑠
列
州

４７０‐

５０４‐
簡
２８８‐

０４２‐

７７７‐
判
期

１

８

７

９

‐２

００

５８

御

４４

‐５

監

銘

洲
判
朔
判
８７７‐
劇
判
劇
判
剤
‐叫
‐『
剤
料
調
判
捌
‐閣
‐

宅
伊
４０７
８４５
０２‐
船
７２７
銘
２２２
仲
亜
純

刺
叫
２
８４５‐
潮
到
‐判
刺
刻

７２０‐
刻
呵

２７
叩
範
雑
梵
御
７５４
田
６‐８
初
６４‐
‐２５

旦
剃
翻
刻

鍋
瑠
潟
軸

昭和 21 年

22

25

24

25

26

27

28

29

50

51

52

歓翻

( 2 )  農

(イ)農  家

業

年  度
数十世帯人員 早否留属業

に従事

 1 農
業 常 備 者

昭和 28 年

29

50

51

52

卸
銘
勢
翌

人
　
一

彫
　
範
砂
軸

一Ｆ銘

８４

踊

％

％ 566

註、農家数には準農家数を含まず

(口)経 営耕地面積広狭別農家数及び人ロ

昭和 28年

29

こ0

51

52

P
1,8701

1,845

1,842

1,7651

1,765

|

;号|
|
891 17

昭 和 5 1年

5反  ガ t 提

5k ～  5反

5iえ ～  1田」

1町 ～1町5反

1田3 5灰～ 2町

28

151

59

25

話

人
路
　
一　
７４‐
伍
８０８

- 3 4 -



伊

１０

コ

４４

御

‐４

５

郷

％

鶴

麺

‐１４

拓

‐０

５

伊

５２

御

７０

１‐

４

２６７

観

６７４

駈

伊

‐‐２

％

１

範

菟

粥

夕

ｐ

随

２０

２

ｒ地

―

１

１
１

対
引
１
１

‐５‐

２５‐
鋼
酬
洲
川
翻
―

‐１
１
習
判
１
州

２‐

１‐
姻
潮
判
判
引

２０‐

１２
‐

‐‐

‐
２‐
‐
２‐
‐
コ
‐
１１

・
‐
２
司
１１
‐
２５
‐
伐
‐
踊
‐
複
‐
１５
‐
６
‐
‐

セ』

5451

7971

5851

5751
|
571

¶

伍

ゆ

５

２２

１

‐‐８
帥
７６７
６‐５
御
御
‐０
１

潤
「

引

渦

判

物
矧
＝

側

翻

ヨ

卿

棚
刊
珊
劇
判

２０‐
州

＝

菟

７２

６８

随

粥

‐５

名

る

‐
偶
調

４５５‐
稲
淵
制
２０‐

丹「
Ｈ‐

|

991

5961

5021

5501

2 6』

251

51

1

2,

5,

2,

2,

闘

2町  ～  5町

51丁  ハウ  511∫

5町 ～7町5反

7町5更～10町

10町 ～ 15町

15町 ～ 20町

20可  以  上

例 外 規 定

昭 和 乙2年

1 ,

1 ,

1 ,

1 ,

宮
44

120

550

777

5

4

11

5反  未  満

る反 ～  5反

5反  ～  1町

1町 ～ 1町5反

1町5反～ 2町

2町 ～ 3町

る町 ～  5町

5町 ～7町5反

7可5反～10町

10町 ～ 15町

15町 ～ 20町

20町  以  上

例 外 規 定

15

54

510

425

2,

5,

2,

2,

292

219

25

8

J貯 )

(ハ)経 営耕地面積広狭別自小作'J農家数泣びに耕地面積

引

詔

翻

引

剣

鍋

刻

瑠

翻

「

引
鍋
封
判
「
７８‐
‐「
町
判
郷
嘲
叫
封
２‐

劇
‐到
翔
淵
測
囲

‐２４‐
刺

０５２‐
期
引
ｑ

甘

７

‐

１

‐

―

‐

Ｈ
ｌ‐

４
‐
「

４‐
「
５‐

〔
‐
引

凋
刊
８５‐

”″
‐
網
劇
剖

２７‐
刊
倒
‐
‐

１１

錫
招

２６‐
引
封
判
留
到
訓
棚
留
¶
引

昭和28年

29

50

51

52

‐州
補
封
判
劇
矧
訓
弱
‐劉
‐潮
町
割
淵
ヤ

預
淵

，０８
‐

判
劇

，０１
１

留

翻

掛

一６
６
材
西
観
２４８
側
抑
郷
剰

一舛
耳
鍋
鋼
翻
瑞
２４６‐

分
|百邊可孫戸乳丁|百岳 |

- 55十 一



劉,引

叫
|

4725]

|

総 数

にまキ訂百所
ギ
言 にぎ毛訂下扉f吉
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(ホ)農 産物件付反別及び峡獲畳

分
|        1昭

和引 年 推定 峡 獲 量

27も

554

792

ば

０石‐刺
引
矧
翻
鋼
脚
鞠
期
輔
８‐５石‐鰍
翻
引
判
棚
璃
「‐財
町
切
叫

‐８
‐７
５
　
沖
　
　
　
１
２
　
４
４
　
　
　
　
　
如
観
駈
‐４‐
８２
８
　
８２０
観
価
６‐

５
，

　

　

２０
，

　

　

　

　

・ら し

　

　

　

‐１
，

ま
Ｊ
Ｇ
・ども

爛醸爛願　　璃曜爛願　　　爛曜　　　　　　子韓【

末
乾

未
乾
　
　
未
乾

未
乾
　
　
　
　
未
乾
　
　
　
　
　
茎
穣

葉
ゐ

鍋
封
封

５００
‐
‐
‐
四
到
劇
掛
柵
団
州
則
釧
判
判
引
酬
潮

７０‐
劇

倒
卿
調
獄
判
淵
判
十
四
十１矧
刊
鋼
―
綿
糾
紺
一‐‐刻
　
鶴
　
捌

２８４

醜
　
駈
　
４‐
　
秘

脩

鶴

８０

町
％
規
範
　
７４４
　
笏
　
勢
　
７４７
　
卵
　
Ｗ
綾
　
‐‐４
　
廟
２７５
５２５
　
卸

馴
劇
劇
調
「
利

2 p石

7.555石

16.655石

12.120
5.フこ8

128.400〆
945

7 1 4

700〆
5.

650〆
7.799石

969

5,289.440

1,117.480

59,760.

146.940
97.

5.671〆
61

2,217.500〆

12,524.850〆

150.740〆

151.800〆

稲

類

麦
　
一豆
　

泰
　
一豆

蜀

水

麦

燕

大

　

玉

小

側
２６‐

‐５‐

８０２
郷
軸

紹

そ     ば

い な き び

事

築

ト

鈴

　
　

【

馬

競

ピ

え ん ど う

い ん げ ん 豆

そ の他 の雑殻

亜    麻

その他工芸作物

緑 肥 用 作 物

飼 料 用 作 物

果    樹

永 年 性 作 物

5 9

94も

1.914

6 4

ほ)林    業
(イ)昭 和 3 1年 度

ば々

国       有        林
   1   民

別
1生
産 高

1生
額‖種  別 1生

石幽
駈
‐５５
勁
亜
節

２‐

９
　
　
　
　
　
秘

伐 (主伐)

伐 (主伐)

″  (間 伐)

安  林

属  替

計

択  伐 (主伐)

皆  伐 (主伐)

″  (間 伐)

保   安   林

所   属   替

合      計

- 3 7 -



薪薪

伐

伐

計

皆

問

合

伐

伐

計

皆

問

合

生
産
額

石
８２

５０

，
一　
・
１

６

一

１

救
一職

15。255

念封
1.0061

19』|

1,2591

2.740

1.46』
4.2051

(口)昭 和 5 2年 度

伐

伐

計

( 4 1  水 産  業

(イ)組 合 現 況 一 覧

種  別
1生
産 高 1生 産 額 1種

所  在  地
1組
合 長 氏

南 2東 2

字  呼  人

字 ニ ツ 岩

内 藤 忠 三 R F

山 本 長 作

大 内    豊

大 内 与 三 吉

磯 野 作 太 郎

長谷川 政 次郎

鎗野目 鉄 二郎

孫R  合  員  数
正 1準 1計

何】
5

資 金
|

網 走 漁 業 協 同 組 合

西 網 走 漁 業 協 同 組 合

網 市 ニ ツ岩漁 業生産組合

網 走 相 互 漁 業 生 産組合

網 走 南 浜 漁 業 生 産組 合

網 走 漁 業 生 産 組 合

北 鱗 漁 業 生 産 組 合

ゆ

７

１

２

　

１

１

↓０００
０００
０００
皿
０００
０００
０００

冴
６‐‐
０００
０００
８４０
０５０
０００

岩

５

５

６

ツ

東

西

東

二

４

７

も

字

南

南

南

- 3 8 -



(口)最 近11ケ年間の流氷去来時期並びに初出漁日

22年 23年  %年  25年  26年  27年  2擬 29年 30年  31年  翌 年

―
―

―

―

―

―
―

―

―

―

―
―

―

―

―

―
―

―

＝

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

ト

ー

ー
ー

ー

ー

ー

ー
ー

ー

ー

ー

Ｉ
Ｌ

ト

ー

ー

証 一一~― 視界内到達日 ―
―一一―初出漁日 ― 中――視界外へ流出日

主要漁獲物と漁獲時期

″ｕ

｀ヽ
、ヽ、、、、、、、

魚 種
｀`｀`｀ヽ

た     ら

す け と うたら

に  つ  け

か   れ    い

あ ぶ ら ざ め

に  し   ん

ま    す

さ     け

さ  ん   ま

い        か

1 5 1 6 1 7

|―――――――

― |

―‐――――‐‐―|
―‐‐‐‐‐‐‐1
-|

― |
―――,―――――|

- 5 9 -

|――――――――― |
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漁業種別着業統数

漁船隻数及び屯数

小  型   定

蝶 1小 女子1小鯖 |
暑1魂蒜鵡閣辛鱒 1鮭 1計

鴛||

性

詐骨告154門引郷.J361t告|1夕z発鶏フ
左親ね.

６

　

５７８

引
「
翻
刺

里

親

一弔

中
一‐
観

０

１

４

伊

潮

呂

判

5屯

以上

10屯

未満

‖465.

- 4 0 -



(ハ)月 別 漁

昭 和 3 1

諭 ゼ
_|

獲 実 績

年 単位 貫  千 円

90.7団|
45.5501

堵謝
19.0921
|

48.4501
5。ゆq
5.5701
2691

|

鋼
|
|

|

鞘|5.務|

27.
1 . 5

2,216。9
6 6 .

4 1 .
5,

99

5.

909

紀
明
瑠
鞘
鞘
酬
鞘

１‐
　
和
５４
５
　
‐７
１

鰭

露

離

蝶

魚

鮭

鱒

鰊

鯖

刀

蛸

蟹

秋

誠

　

獣

鳥

海

そ

合

瑠
―

封

判

―

―

―

釧

輔

１

迅

柵

鋼

判

４２
‐８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
９４
‐８
節
悟
好
‐２‐

５００
１４５
靭
防
６６５
撤

６
‐
５４
５
御
‐‐２

45.

105。
1 2 .

20.
1 .

7.
2.

1 8 .
2.

鮫油

|

L翻

料

境翻

５００

‐

「

‐

判

調

…

７
１
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
　
　
９
１
２７
５
節
６４

の 他 魚 類

計

註 各 月別欄の上般は漁獲数量をス下段は金額を示す。

昭 和 52年 単位 貫  千 円

蔦造所―鰹 、十 76543

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

鱈

艦

雛

鰈

鮭

　

鱒

油

|

翻

- 4 1 -

174.
1 2 .

1,047.
78.

275.
5 1 .

5 8 .

5.

76.45
4。204

1,679.41
58.780

214.091
14.9

50.152
1 . 2 5

８‐０
駆
０５０
７２７
ｍ
初
２２０
擁
佃
触

‐０７
６
‐０５
ゆ
第
客
罰
１
２

刊

一
―

瓢

掛

調

州

判

期

朝

『

「

紺

制悟
籠

鮫

12



綱
５７
稗
２５４
６７‐
随
鉛
２２
ゆ
５７
２０８
‐４６
５５
２８
牙
４
範
軸
１
　
‐０５
８
７４
４
伍
‐２
脩
側
田
５２
範
髄

詔

期
判

郷
翻

判

２

　

‐５

　

０４

２４

８

　

８４

６

阻

研

範

跡

２０‐

２２０

　

　

　

２５５

躍

７６‐

‐０４

９

１

８

　

２

　

　

　

　

７

２

湾

範

朴

翻

翻

鋼

判

‐
　

・５００

‐

判

８

割

翻

刻

‐〇
一 ‐
　
２０‐８
４‐８柘
５０５
伊５
げ‐２５　　　　　　伊２０　　　２５２
６
　
７２５
２
　
８２４
慨‐８８

２５０
綻
０００
解
４４０
範
‐２０
納
劉
統
剛
側
綱
醒
　
　
　
軸
範
８００
１０８
御
梵
撒
抑
劉
粥
８００
５８４
麺
４８４
４８４
０６７

‐２
　
押
２２
‐５８
‐２
７７
６
る
４
に
１
西
伊
　
　
　
８
　
１
　
孟
２
‐１
　
西
１
８
１
動
‐２
踏
８７

０５
５

鶴
７

櫓
４２

ゆ
５

２６
　
５０
０８

封
鋼
判
矧
淵
判
綱
５２８‐
劇
判
劉
剤
翔
判
判
２８５‐封
判
湘

盗
５
卸
‐５
駈
郷
８７
７
孟
１
％
７０
９
５

調
親
矧
判
翻
刑
習
「
翻

８

　

乃
１４

％
２０

４５
４

５
　

　

　

　

８
４

―- 42 -―



可

―

―

―

―
亀
小

僚

鯖

刀

蛸

秋

獣
　
他
類
　
計

の

蛤

　

海

　

海
　
そ
魚
　
合

か

員

藻  類

メ
P]

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

〆
円

|
55.4401
10,770

|

14.900
2.010

22.乙44
1.274

1,254.056
150.957

21.9費費|姻

―

―

棚

淵

『

‐

雀

　

４５０
５５‐
緋

猫

６
‐２
　
　
　
　
　
　
１

　

７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
２

２‐
５

６６４
‐４７

2.108

1 .

1 . 1

41.
8。281

明8』
5.5801
6681

546.
20。

2,458.
1 1 1 .

主要水産加工品生産高

A昭 和 5 1年

側
４７
捌
０８０
０
％
２００
郎

劉
　
踊
１
６
　
７
観

ヨ判
淵
叫
淵
判‐８００‐封
０６０‐
（ハ（‐判
綿
岬
酬
翻

郷
　
７
１０
４０
　
祐
制

わ

こ

２
ヽ
　
ギ
（

ち

ま

焼

か

2,170.5901     454,118.000

数 量 (賢)1金   額  く円)

5.9201       1,124.800

658.6001

420。9001

450.8801

7001         る50.
|
540i         442.
|

690         17?.

56.400       2,184.

1.540         629.

59.450       4,065.

に

ほ

さ

いヽ

さ

か

た ら、

ま

く

か い

そ の

つ

う

い か

65,8る0.000

6ろ,155,000

59,9るア.040

885.750

し

つ

ん

ん

tナ

ま

か

ば

れ  い

す け そ う

ぐ   ろ

じ   ら

ば し ら

他 魚 類

計

11,025.220

さ

ヤこ

ま

け

ん

す

たら、すけそたら

な  つ   け

い         か

く   じ    ら

言十

ん

言ト

く だ  に

に

しお か ら

け そ  う

だ

言|

姫
観

す

す

一-43 -



刻
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
胡
斡
拙
判
‐

７４
‐
劉
‐
‐
‐
‐揚
判
６６０‐叫

甜
劉
―
‐
皿
巧
‐７８５
０４８‐踏
町
釧
Ｗ
綱
引
剰
判
‐
矧
糊

４０６‐刻

５５

２

‐２

１

２

　

５０

５

　

　

　

４

　

　

　

　

２４

１

‐８

‐５

抑
範
　
　
　
７０５
７７
如
２００
４２８
沖
笈
‐２
５５
４
５００
２５５

860
94

15
2

24.4761

1 . 9 1 1

5乙
11

12.900
2.292

2.2221

1.乙70

2.5241
158

29.授封

975.546
48.667

28.981
1.758

5。444
404

146.265
7.605

劇

剰

封

鍋

鋼

掛

欄

鍋

園

判

判

翻

‐２４
２５
　
　
　
碑
５‐
‐０７
７
鶴
４
２２５
悟
１
　
１
１
‐０９
‐９
範
９０
般
‐２４

275.758
17.918

1,332.6541
68.2561

94
乙4

6.500
1.154

142.4521
8。1 6 1 1

2,238i:錦
|

あ

す

く

か

そ

ら   米白

け  そ  粕

じ  ら  米白

れ  い  粕

の 他  粕

計

伍
脇
　
　
８５。
施
一　
あ
５０，
８，
　
ぁ
‐２，
９８，

に

さ

た

'ま

か

く

そ

ん

め

そ

け

い

ら

他

し

ら、す け

つ

れ

じ

の

計 矧
昭 和 5 2年

加 工 品 名 十数 量 (貫) 額 (円) 加 工 品 名 十数 量 (貫) 1金 額 (円)

|ョが
る  め

き に し ん

すけそたら

め ひ  れ

692.160

4,655.000

2,517.404

‐鞘
鋪
淵生
剰

の
計
一サ
計

か い ば し ら

そ  の   他

言十 |;31
9も.000

191.160

287.160

708.9乙6

1,200.048

9,575.548

42,926.884

42,926.884

さ

に

ま

たら、

け

ん

す

００

伊

範

８７

４‐

　

　

１４

郷

210,875,000

120。420

9,008.7561

25,817.400すけそたら

- 4 4 -



ほ

く

そ

つ

じ

の

言|

珈

４２０

駈

ゆ

１

４

％

弱

け

ら

他

↓ヽ

さ

たら、

ほ

か

く

海

そ

lD′M

l.565

2.479

155

1 1 ,

20,505.

44,519.

1,740.

こ貨5 .

2,515.

9 4 8 .

17,564.

87,657.

わ    し

め

すけそたら

焼  ち  く

か  ま   ぼ

言ト

わ

こ

418,826.1

59,921.

478,74ア.

つ

れ

じ

の

計

け

い

ら

獣

他

16,720.

77,155.

55,る26.

26,895.

5 , 4 1 1 .

8,846.

1,692.1

118,119.

506,167.

156.950k

20.129

157.079

55,475.

1,521.

54,996.

一般製品  5,902.675質   1,亜 ,545.477円

魚  油    1.890DIM  87,657.052

樹鑑  詰    157.079kg   54,996.000

総  金 額| 1,478,178.

平

‐

後翻

競鍋

- 4 5 -
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1打 1範 1平
ゴ

翻1尭剤温謝 5挑 鑑
剤と4新劇1乳揺翻  北 抽覇

劇栽緒鋼1斗獄到 北 掛戦

翻北鮒翻1紘粘調 尭 綸鋸

劇1登陥鋼1漁鱗翻  孟 盤歓

劇紘縁相法緒剣 4%猪 署

剃掛輪鋼1法絡剃 紘 毅踏
刀。J l氏。氏噺対 っ転QQヵ』     刀フ4777
綱1裁鞍割2歎撤鋼 1油 後繁

翻1芽盤¶1は猟鋼 1品 淵薦

翻調涌刻64勝剤  組 緒乾

昭和51.52年

十
連 の 数

1採
苗 数

十
放 流 場 所

|―謂―ぽ|
1 石 1ク

の重量 1 投 石 面 積 1 投
 石  場  所

1    15～
20〆
1     600坪 1市

内ポンモイ沖

4 6 -



5。 人工孵化事業

丹J湖 沼 河 ナ| 1別―採 卵 牧 孵 化 施 設

網 走 漁 業 協 同 組 合 理プ¶端酬鑑ン1藻 琴  川 1  520.000.00q

西 網 走 漁 業 協 同 組 合 内垂下

上

一
湖盆

一
池

卵

一
化

全

一
着

一
孵

冷 凍、冷 蔵 工 場 施 設 噂
産 能 力

1貯
坪 十 日会 社 工 場 名

1建

翌二生壁空塑聖旦生|
鱗 光 冷 凍 工 場 |
― ― ― |
網 走 冷 凍 工 場 |

魯

一
栗

一
見

日

一
石

一
北

冷

~ 凍 ~ 工 ~ 場 ~ |

産 冷 凍 工 場

食 品 冷 凍 工 場 |

内 藤 水 産 冷 凍 工 場

網 走 水 産 冷 蔵 製 氷 部

網 走 製 氷 朝(式 会 社

海 難 に よ る 損 害 状 況

__型 ___船   生  損   害   1 人

| _二筆 _空 _ J _ _ _石

~  数

 1損 害 金 額 1死
亡

＼
く
分

年 次 ＼`
d

不 明

昭 和 2 9年

企 5 0年

企 5 1年

全 5 2年

52人

5

7

21

548,565i

昭和52年12月末日現在

地 1種  必
J I呼 出 名 称 公 称 通 信 距 離

1職
 員  数称 1所  在

網 走 漁 業 海 岸 局

 |『
宕亀鼻 陥

 1漁

業用海岸局

IT.H.W・ 最 暑  盆 :魯苦 1魯 豊級  1名

一- 47 十一



2 .無 線 設 備

送信燒―ゑ暑|
空中線出力50 V` 周 波ぷ2.160RC 2.182KC 2,720 KC

空中線出力20W 周 波数2.160【C 2.182KC 2.720KC

10球スー人一ペテロダイン式1台

9球スーパーペテロダィン式1台

7球 スーバーペテロダィン式1台

無 練 局 利 用 状 況

6)工 業

(■)規 模 別 工 場 数

装 置

|

坐
日
倒

倒

掛

圏

倒

比

円

人

上

‐０

以
年次
1 区
      分

 1 総
数
+1～
3末
1午
■人
10～
や人
,0ヽ
勢人
卜
0～49中 0～"人

|

工  場   数

従 業 者 数

場  数

業 者  数

工    場

従  業  者

工
従
百
射
川

昭

和

５２

年

川□
劇
弓
製
鋼

- 4 8 -



(口) 年 別工場放及び出荷額

匹  分

卜F  丹り         ｀
｀
＼

食 料 品 製 造 業

繊 維 工 業

本材及び木製品製造業

家具及び装備品製造業

出版 日3刷 及関連産業

化  学   工   業

窯業及土石 品製造業

金 属 製 品 製 造 業

機 械 製 造 業

輸送用機械器具製造業

そ の 他 製 造 業

(各年12月末日現在め

示日    5  2    と再

食 料 占P ,製 造 業

繊  維  工  業

本材及び木製品製造業

家具及び装備品製造業

出版 印刷及関連産業

化  学   工   業

窯業及土石製品製造業

金 属 製 品 製 造 業

機 械 製 造 業

輸送用機械器具製造業

そ の 1は製 造 業

計

フ′
―
判
州
叫
潤
「
相
「
烈
１
５‐
刊
４‐
‐
１‐
‐
ほ

・
１
０
川
叫
綱
引

70。81

5。57

61

;|
41

」
引

子 |

2,225.61

9.

219.51

25.1

49.91

49.

6.

48.401

95。

1 2 ,

70.

106.

1 .

2,570.61

(ハ) 産 業別製造湿3出荷額 (昭和52年12月末日現在)
~―

_ _  区 分
.場 把0分 比

1 1朗
財 業繊

1 1
工場当出荷額 1従業者 1人 当出荷額

業 fllt 別         _ ‐

歎!.竹生品1歴1 翻 ‖ 密劉 欄
家 具 及 び 技 術 湿1多L造 業 1     5 . d     引    2 . 5 1 d      4 5引|           |

鮮群牟指程1密
機 械 製 造 業1  5.ざ   】 4.84ざ  7

|

輸 送 用 機 械 器 製 造 業 1   子
,   増  ゃ

。
智1

そ の 他 製 造 業 1  1.グ   ld  l,21d

1鮮
幼 期

1 年
幻合    計 十  佃 叫 年 り側

(6)商 業

業種別商店数及従業者数

品続判 剰  J:到  持llit ttPJ及
牲
連産
輩|

＼`＼    屁 笠 ケ) |
商 店 数

1従

業 旨数

ホ&科|ぢJ

法 人

人

84

( 5 )
527

( 5 ) |
6 1 1

6 1 1

( 4 )
1.504

( 4 )
2 . 1 1 5

盟】
増判

548

( 4 ) |
1.4021

( 4 ) |
1.7501

|

註  ( )内 は休業店舗

- 4 9 -



仔)事

( イ)

業  所

経営組織別事業所数 (各年7月 1日現在)

年 次
1総
数十個 人 1法 戸曜許

葡
璃下恵
~蔦
事
~孫

鋸|
1.251

1 .

(口) 産 業分類別組織別事業所数

2 9

5 2

(昭和乾年7月 1日現在)

営
1法
人でない団体

1個
 人

1法
 人

1公

郷
４‐
到
引

幼
‐１８
“
調
軸

研

１

２

１

賢

如

悟

‐

２‐

６‐

擁
‐
２２
‐‐１
踊
５
‐５
‐５
２４７

2 4 9

2

14

4 7

業

業

業

業

業

業

業

蝶

業

完

険
　
　
益

小
保
産
篠
ス

産
　
設
造
び
び
　
初
ビ

巾萌動的
・
輸

全

鉱

建

製

卸

金

不

運

ナ

- 5 0 -





( 1 )銀

( イ)

行

銀 行 f r i金勘 定 (網走銀行協会調)

1昭
和 2 9年

十
昭 和 5 0年

十
昭 和 5 1年

十
昭 和 れ

|
千円|            ■

228. 255.7

560。も61 406.

19.01

剣
制
留
卿
留
呵

コ

４０

　

０５

５

Ｍ
判

ｐ

田

５

側

２４

弱

金

金

金

金

金

呻繭呻蜘岬計
の

当

普

通

定

そ

765.

168.71

1,540.

42.05

1,250.04

盗4 .

2,619.

(口)銀 行 貸 付 金 勘 定

「ハ)銀 行 為 替 勘 定

次
　
・一僻
輝
麟
輝
解
齢

高
高

高
高

高

尚

年
】一噺
如
噺
幻
隠
鶏

分

一
払
戻

払
戻

払
展

区一ぃ印申

額
可
範
畑
夢
紗
調
７４８

％

８４

乙

０５

沖

０５

一

研

４２

悟

７

観

綾

金

一

２

２

１

１

‐判
閣
剖
瑠
棚
判

刻

閉

８

８

６

５

毎
年

年
年

年
年

割
秘

５‐
秘

酎
乾

輛

〃
　
″
″
　
″
″

預
金

受
入

金

　

金

貯

　

貯

便

　

替

郵

　

振

志
‐
石
~＼
<

送 金 為 替

荷  為  替

他 所 割 引 及
取 代 金 取 立

(網走郵便局調)(〕 郵 便 貯 金 為 替

分十年度|ロ

郵便為替天

( 3 )簡 易 保 険

162,956.7
208,715.

112,318.
89,474.1

25,078.1
28,475。1

じ
７５

７５
％

沖
２５

５

１

　

８

８

　

５

５

８

８

　

１

１

　

５

５

壁
陸
揺

(網走郵便局調)

品
―
ぜ 1昭

和 2 9年
十
昭 和 5 0年

十
昭 和 る 1年 1昭 和 5 2年

加入件数十

溝品品緑岳|
98,;:!孟
呂|

190541

96,920千円
|

89.409円
|

881

94.010千円

106.708円

皿

押

即
・
７

鶴

-51-



14)郵 便 年 金 (網走郵便局調)

読
ヽ主宝_軍上十

昭 和 2 9年 1昭 和 5 0年 1昭 不日 5 1 和 5 2昭年 十

螢金 登|
契 約 年 金 額 |

51

25,250円|

70.000  1

|
5

176。450円

80。C100 手|;|:|:FI

働 網 走 信 用 金 庫

(イ)預   金 (各年12月末日現在)

期
 | そ

年

年

１
　
２

和昭

昭 和 5 1年

″ 5 2年

99,914千円|

50.227    1 暇舞刊絲断行‖
108.052f円

127.260    1

580。919f

675.503

ど古 望 、十 形
1当

座
1証

4.428千円

6.561    1

16)住 宅金融公庫融資状況

~    、
、
エト  "4

区 分   ｀ ト
昭 和 2 9年

十
昭 和 5 0年

十
昭

L

- 5 2 -





(1)教 育 委 員 会

教育委員会機脇生
脇
曜
屋 一

一
教
育
次
長

一

一

一
教

育

長

下

‐

一 「魯会晏育猛
|一 学 校 教 育 係

年任就名

長

員

長

(2)市 内各学校一覧

(イ)小  学  校

日

　

日

雄

輝

人

子

雄

稔

清

邦

島

藤

田

大

内

山

林

小

″

　

　

″

　
　

去

円

昭 和 5 1年 1 0月 1日

全

企

企

企

上

上

5 2年 1 1月

5 1年 1 0月

名 1所在 地1牢
名
1所
在 地
1笙

(口) 教 育委員及び教育長

(ハ)教 育 機 関

市立 網 走小学校

″  中 央 ″

字 桂  町

南6条西1丁目

Jヽ 川 文  蔵

田 村   正

角 田 岩 男

小槌  智 久三

松 本 幸
一

飲  島   薫

多 田 幸 吉

西 山   浩

川 上  益  夫

西 海 忠 雄

花 田 寅 吉

愛洲  松 次郎

市立 能取小学校

″  鱒 浦 〃

″  豊 郷 ″

″  二 見岡″

″  山 堅 ″

″  平 和 ″

″  汐 見 ″

″  東 網走″

″  清 浦 ″

″  藻 琴 ″

″  西 能取″

″能取小学校美岬分校

字 能 取

字 鱒 浦

字 豊 郷

字二 見 岡

字 山  里

字 平 和

字 汐 見

字東 網走

字 清 浦

字 藻 琴

字 能 取

字 美  岬

功

美

保

澄

控

郎

議

儀

　

静

仁

藤

橋

田

藤

　

水

佐

三

山

谷

林

清

吉

光

弘

巳

忠

功

距
確
井
時
木々
藤

村

竹

藤

名

佐

佐

西  ″

卯原内″

中園 ″

音根内″

嘉多山″

浦士別″

呼人 ″

】ヒ〕各  ″

丸万 ″

稲宮 ″

字 卯 原 内

字 中  園

字 音 根 内

字 嘉 多 山

字 浦 士別

字 呼  人

字 北  浜

字 丸  万

字 稲  富

新

一 弱 一



(口 )

在 地 と
す 所 在

市立 オー中学校

オニ ″

卯原内″

中園 ″

丸万 ″

浦士別 ″

呼人 ″

字 台  町

】ヒ 10 条
山 4丁 日

字 卯 原 内

字 中  園

字 英  豊

字 浦 土別

字 呼 人

北浜中学校

嘉多山″

能取 ″

豊栄 〃

藻琴 ″

音根内〃

滑浦  ″

逢 坂

福 本

小野寺

松 本

花 田

西  山

川 上

北 浜

嘉 多 山

能 取

山 里

藻 琴

音 根 内

清 浦

雄

吉

功

一

正

薫

弘

忠

幸

　

重
口
公

海

田

藤

浦

藤

島

井

工立市

　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

来

雄

士
二

吉

治

夫

軍

往
　
為

　

　

幸

寅
　
　
益

字

字

字

字

字

字

字

西

多

佐

梶

安

飲

藤

(′う 高 等 学 校

魯|
ud北海道庁立網走南ケ丘高等学校

″  網 走 向陽高等学校

″   網 走定時待J高等学校

網 走 i何字 台 町

″ 北 10条西 4丁 目

″  字  台  町

田」

永

町

1始

( 二 ) 各年5月1日現在

Ｌ

】

網 走 愛 香 幼 稚 園

網 走 藤 幼 稚 園

網 走 若 葉 幼 稚 園

三 眺 幼 稚 園

網 走 みず ほ幼打止園

網 走 幼 稚 園

網走市南6条東2丁目

令 上 北5条よ4丁目

企 上 高6条束2「目

網 走 市 十:三 眺

企 _L北 2条束1丁目

企 上 南ア先束る丁日

5 2

5 1
5 2

5  1
5 2

5 1
5 2

5 1
5 2

1也 年

(ふ)各 種 学 校 各年5月1日現在 1電
称 1  所

網 走 ドレス メー カー女学院 |

度教員数十七   瑾 十一

フ ア ツ ン ヨ ン 洋 裁 学 院

網 走 文 化 服 装 学 院

網 走 吉 井 式 和 裁 学 院

政  学  院

道 東 ド レ ス ア カ デ ミー

網 走 高 等 被 去 学 校

網 走 市南 6条 束 5 r目

同  南 9条 西 2丁 目

同  南 4条 西 5丁 日

同  北 8条 西 2丁 目

新    町

南 6条 束 5丁 目

激
９４

５５
４５

５０
卵
　
一
１８

碕
郷
　
一
２‐

駈
２６７

８４
粥

５５
４５

５０
研
　
一
１８

西
雰
　
一
２‐

“
６７

５

も

５

５

４

５

　

一

５

４

４

　

一

４

‐８

２０

- 5 4 -



側
名

２５
‐６

一

網走市南6条 西 1丁目

″ 南 4朱 西2丁目

各年5月1日現在

数徒

雰博辱摂|十二噺孝1械 ―も一下矛十二畠古 許男 |

年
一女‐一州 一

‐
・
６０５
岡

側
岡

側
‐
・
‐４７

範
卸

傷
‐２‐

９５
鶴

２０８
２‐７

２００
２‐６

開
２‐２

位
聞

憾
‐‐２

２０
２‐

ゅ
鶴

範
７

７‐
７６

７９
８０

０‐
１０

９０
００

「匂
勧
封
似
観

到
コ
秘
‐
？
ｑ

‐掛

骨

　

　

　

　

＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

刻
名

骸
２０

５５
％

％
％

８
‐２

４
７

佃
‐８

６
や

‐１
２０

８
‐１

２
９

・ス‐「
Ｗ
ｄ
‐４‐
川
詔
「
封
淵
料
３
５‐
封
到
判
呂
洲
判
ゴ
列
刊
到
‐０１
封
封
判
洲
洲
＝

謁
切
対
叫
劇
判
刻
判
封
川
矧
掛
棚
掛
掛
矧
料
引
潮
洲
¶

８
‐
司
引
ｑ
ョ
剰
到
判
引
ヨ
引
コ
幻
ヨ
目
粛
潮
封
Σ
酎
刷
‥

４‐
‐
釧
矧
酬
耐
瓢
∃
鍋
翻
昭
川

７‐８
釈
鍋
洲
科
川
胤
日
招
「
矧
Ｍ
８‐
町
糾
掲
洲
『
川
判
ョ
目
「
到
１
劇
州

２‐
劇
棚
招
引
Ｔ

４
‐
州
「

２４
範

０２
祐

”
９８

勢
％

‐０
‐０

１２
８

伊
‐０

‐８
２

侶
‐５

５
‐５

‐１
‐０

〔‐劇
判
桝
棚
引
フー掛
日
１１
綱
■
４‐
６‐
潮
¶
１
５‐
‐１‐
富
轍
＝
ど
４‐

ハ
‐
均
ご
ヨ
Ц
ｕ
ｌ

範
５‐

２２
４５

拓
略

％
％

‐０
に

倒対
１

４ｎ‐
洲
引
囲

１８‐
川
判
翻
料
洲
川
綱
矧
「
８‐
倒
淵
斜
ｑ
潮
籾
「
１０１
７‐
封
川
川

ワ
ー
倒
１

１１１
引

川
川
「
引
５‐
「
ョ
２‐
押
「
川

倒

４‐

２５

拓

悌

２７

卸

２４

９

７

９

６

％

‐８

伊

２２

２‐

１７

‐０

‐４

悟

‐１

消

川

町

州

科

判

１４‐

８‐

′
‐

９‐

ｑ

Ｏ
‐

州

刊

‐１１

翻

月

昭

４‐

劇

洲

引

４‐

目

ョ

翻

６‐

湘

別

１

４７

７４

踊

２７

０５

‐６

％

４４

褐

‐７

９

‐２

２５

２２

‐８

２０

１８

％

‐１

や

９

１２

６

８

５

６

２

６

７

９

１

６

一刷

１‐

（
―
関

割
１
８

３
‐
８

５
‐
２

５
‐
１‐

１‐
「

剤
潮
判
到

２０‐

（（
‐
鍋
側
凋
靭
「

７‐
‐１‐
酎
割
留
欄
綱
封
劉
劉
料
料
¶

１４‐
個
判
昭
判

１２
７

‐５
‐７

９
‐４

６

８

６
９

「判
判
Ｈ
４‐
引

〔
‐
封
＝

封
コ
ー
６‐
０‐
対
剣
川

‐５

７
２

伊
‐５

７
４

―

―

1

一

弱

一

北海道編物技芸学院網走分校

網 走 編 物 専 門 学 校

ほ)各 学 校 の 概 況

(イ)小  学  校

校 名
学
級
数

網 走

中 央

西

卯原内

中 園

音根内

需多山

浦士別

呼 人

】ヒ  」そ

丸 万

稲 富

能 取

鱒 浦

豊 郷

二見岡

山 里

平 和

汐 見

東網走

清 浦

美 岬



卯
駆

２４

刻

乙

０

開

妙

‐８

２５

０

乙

５７８

６５‐

伊

妬

６

５

０３

範

２

２

　

　

　

６５

御

乙

２

宅

％

２

第

２

１

６８０

６５７

斜ギ】材切261
25

1 ど 』 1ど lS る

]1派4測る胡る淵6翻:岳11好」を,13!:,13i?な1をi号Z'
( 口 ) 各年5月1日現在

町
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｅ

翼

瑠

引

靴

留

盟

乳

紹

翻

期

別
一　
　
一淵
潮
川
加淵
馴
鍋
到
‐個
ｄ
‐
‐ｏ‐
び
‐
１７‐
‐８‐
‐
偶
‐５‐
‐ば
３

‐２
博
‐
侶
〔に
１９
柘

刻
‐２

，０
７

５
２

弱
勇

■

々

年
　
度

校

‐州
稲
「
乙
踏
―
抑
‐孫
‐
引

１１
‐
〃
‐―‐
佃

１６
柘

‐８
‐４

‐１
９

‐斜
的
‐朗
４８‐

７４
‐
新
引
ｄ
‐７‐‐
ａ
悟

‐８
セ

‐４
脩

７
４

‐甥
２２‐
‐
鍋
鋼
‐
．斡
弱

４４
‐
川
仏
‐
‐０１
ｌｏ‐
呂
昭
？
‐
‐５‐
‐８‐
‐
Ｈ
拙
叫
料
留
１
個
■

２‐
祐

|」
杷|

1』
1 5

1日
141

‐‐
５‐
倒
卦
為
叫
汀
コ
Ⅶ
列
引
■
２‐

２‐

フ
‐
勧
封
「
３
対
判
釧
洲
■
夕

■
■
■
「
句

５
５

５
５

２
２

１
１

引

被

酎

秘

引

秘

引

被

酎

被

酎

改

引

被

５‐

被

酎

秘

Ｐ

立

酎

投

引

被

引

乾

引

也

酎

確

オー中学校

オニ ″

卯原内″

中園 ″

ナしワ石 タ

消i _ LガJ″

呼人 〃

北浜 ″

環多山″

能取 ″

豊栄 〃

藻琴  ″

音lR内″

滑浦 ″

合 4 7 1 1
420矧

(ハ) 高  等  学  校 各年5月1日現在

年     別学

％

鉛

佃

９

２０

Ｚ

５７

６４

″

益

２０

ｐ

５７

投

切

‐１

踊
０４

夕
２６

本究学

郷
駈
７８
骸
価
‐８５
５０７
５００

郷
如
銘
閉

通 常

定 時

通 常
るア41
4281

1.081
1.1601

1,649
1.75も

|

!|!|
5571

,

- 56 -
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14〕図  書  館

(イ) 図 書館の沿革と概要

明治37.8年の日露戦役を記念して、故安田貞謹、松崎寮ゃ貴田国平氏等の首唱により、明治 59年 1月に日露戦役

走新聞雑誌紙覧所として南5条東4丁目に発足、
'有
志の寄金によつて維持されていたが同41年 7月に至り、当時

ス十藤野支配人京谷勇次郎氏が自己所蔵の書籍と建物 (現図書鵠)と を新案寄贈し、日露戦役記念私立網走図書館

して南5条東5丁目に開館、その後大正15年7月1日に町に移管、町立網走図書館と改称 (認可大正15年 5月勢日)昭

8年現在位置南6条藉 r目に移転、昭和22年 2月11日市制施行と同n守に市立網走図書館として現在に至る。

(口)総 坪 数

(ハ) 館    員

(二)そ  の 他

(ホ)図 書 舘 蔵

分 類  ―

記

学・宗 教

史・地 誌

会 科  学

然 科  学

業

(口)館

(ハ) 建

62.5坪 (階下57.5坪、階上25.0坪)

館長 1.、 教育長兼務) 司 書 1.  司 書補 1.

開館時間 午 前9時コ角～午後8時50分

休 倉虜日 祝 祭日

書 数

1.251

6 1 9

1.019

574

504

14こ

員    館 長 1名  助 手 1名  計 2名

坪    階 下58.5坪  階 上弱.5坪  ド ーム 8.0坪  計 121.8坪

3 0年

業

術

学

学

絡

哲

歴

社

自

工

産

芸

語

文

７

‐７

０１

圃
‐田
「物
範

劉

児 童 用 図 書

雑 誌・小 冊 子

計

151郷 土 博 物 館

(イ)沿    革

本舘は社団法人北見教育会が、皇太子殿下降誕記念として郷土教育の振興、文化の発展をはかるために昭和11年11月

5日に建設開舘したものでその後昭和23年 4月網走市に移管され現在に至つておる。

敷地は桂ケ岡公園内の文部省指定史慎桂ケ岡チヤンの隣250坪で建物様式は三階建コンクリ
ート洋風である。

娑 127年 +28年 +29年
‐

- 5 7 -



く二)年 次 別 参 観 人 員

1 2 . ` 9 1 5・
0

(ホ)‐ 月 別 参 観 人 員

駒
‐
|・参
…
観

5 8 0

8 4 9

129

1 . 1 2 1

5.440

5。554

10.518

12,001

4.7髄

5.251

7変

187

4 5。 2 2 1

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

一
月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

功

１

２

．
３

４

５

一
ち

７

８

９

１０

１‐

１２

(へ)陳 列 資 料 類 目

別1種 Fi l

博物標本

植物標本

そ の 他

鳥類、魚類、昆虫類、鉱物類

食用、薬用、飼料用、工業用、有毒用

大模型図、気候ざ風上、雨量

小麦、燕麦、裸麦、馬鈴薯、薄荷、水稲、菜豆類、甜莱、亜麻

馬、牛、緬羊、山羊、豚、養兎、養鶏

漁獲物一鮭、鱒、鱈、紙、鰈、帆立貝、蟹

加工物一燻製品、千魚、魚粕,魚油、確詰

その他一漁獲状況並びに製造過程等の模型図表

用材、パルプ、杭末 ペニヤ板、マノチ軸木、鉛筆材、

鉱業一金、銀、硫黄、水銀、各種鉱石の標本

その他―金塊模型

パルプ製品

産

産
　
一！　
産
一　
　
産
　
産

林

　

鉱

定員70名をllA容し得る設備を有し各陳列品の特別説明や講演会、研究会、その他の
会合に利用している   ,   |

約 7坪の明るい室で貴賓の応接や休室に利用する

考  古 、

土  俗

彊穫物去雰布鼠
争T容や金

属器、
!千?他 千

ヨロ貝塚の断面標本、R塚中の埋葬宍写

アイヌ人の生活状況及び当時の用具類を蒐幕‐し写真、ジオラマ等を陳列している。

旧幕府時代の神社並びに運上屋等の資料、屯田兵時代その他の開拓者の関係資料等

二 軍 一



螺旋形の階段を昇れば丸形の塔室て網走市街は勿論、オホーツク海、知床半島の秀
降を一目に望むことができる

廊 下
|

郷上出身美術家作品、絵画、彫刻その他管内の名所や産業状態の写真、アイヌの丸
木舟、ひぐまの皮の景J製等の実物標本がある                 !

16}年 度別ラジオ聴取状況

館内事務室にあり、郷土史その他の研究に供している

叫
則
則
判
円
２‐０‐
剃
刺
刺
翻
謝

網走支庁管内 (北見、網走、紋別を含む)ラ ジオ聴取状況

ヤ)青 年 学 級

A 昭 和51年度開設学級の状況

1広
数

聴雰t百下雇ず稚封
増湖
1名
T「
ポ
世帯数十音友率
劇
引
引
四
鋼
鍋
翻
劇
制
瑠

昭 和 2 2年

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

5 0

5 1

5 2

‐翻

鍋

切
鯛
劉
園
鋼
鍋

引

　

　

　

　

　

　

鍋

割
税
棚
判
判
渦
輔
剖
町

廃止数十   1増 減数
昭和 51年 +  5 . ス5引御p引弱・平Jス

5,0271  64.4851  60。7121   5,77

- 5 R P・―



可 ギ

B 昭 和32年度開設学級の状況

- 6 0 -





(1)医 療 機 関

(イ)病 院 診 療 所

名     称
1所
在 地
|

北 海 道 網 走保 健 所

科 1医師数十 病床数

北海道立向陽ケ丘病院
' 1網
走 厚 生 病 院

網 走 中 央 病 院

藤 田 医 院

中 山 医 院

加 瀬 医 院

金  川   医   院

佐 久 間 医 院

井 林 医 院

村  _上  医   院

1国 分 医 院

網走市国民健康保険組合
網 走 中 央 診 療 所

全 上 卯 原 内診 療 所

全 上 北 浜 診 療 所

山  内  医  院

十 全 医 院

小 野 田 限 科 診療 所

昭 和 2 8年

全  2 9年

全 5 0年

全  51年

企  5 2年

性病科、結核外一般

精神 経々科

内外科、産帰人科、耳鼻咽喉科外

外科、産婦人科

外科、泌尿科

小児科

内科、小児科

産科、帰人科

内科

内科、小児科

内科、小児科

内科、外科、泌尿器科、皮膚科

内科、小児科

内科、小児科

内科、小児科

産科、婦人科、内科

耳鼻咽喉科

眼科

Jヒ 7. 芝豆 5

字 向  陽

】ヒ6. 子項 1

南 6。東 1

南 5 .西 2

南 5 .西 1

南 5。西 5

南 2 .東 2

南 5 .東 2

南 2 .東 2

Jヒ 6. 西 1

南 6 .西 1

Jヒ 6. 西 1

字 卯 原 内

字 北 浜

南 6。東 も

南 6。東 5

新   町

1

1

10

2

1

1

1

1

1

1

1

1

瞬健婦5
1

7

2 8

1

1

1

1

1

1

1

1

5

2

2

沖20

1 1 1 4 6
r 2 6

1 18
'  7

12

8

18

19

5

14

歯 科 医 Et i  l菜剤 師 1看 護 婦

０

７

４

８

４

１

司

引

剣

釧

封

婦
1保
健 婦
1獣
医助 産

翻
刑
潮
矧
習
ｑ

％

郷

努

２４

２５

８

　

８

　

８

　

８

　

９

郷

郷

郷

招

‐５

1

1 1

1

1

1

(2)環 境 衛 生 施 設

(口)医 療 関 係 従 事 者

輪 1翌輩型_1旅 舘 1浴1浴  場 1理
容 所
1美
容

昭 和 28年

全  29年

全  30年

全  31 年

全  32年

甥|
241

::|

５

　

６

　

５

　

８

　

７

- 6 4 -



(3)法 定伝染病発生及び死亡状況

(4)主 要 死 因 別 死 亡

全

結

核 橿雷q器傍1傍岳1合最臀]暑爆密q雷1楊1場1猛

妹

疹

rl

1

―

|

地d
年

年

年

年

年

禾

全

企

全

全

昭 2 8

2 9

5 0

5 1

5 2

(5)主 要死因別乳児死亡

ン !」魯暑雷1楊
腸
　
　
炎
一一

‐‐
上
‐０‐
７‐

６‐

１‐

７‐

気
管
支
炎
一

昭和 28年 1    511
|

倉 3暑1    子||
全 52年 十  一

１

　

一
　

一
　

５

　

一

５

　

一　

　

一
　

９
４　

５

( 6 )結

( イ)

核

患者発生及び死亡者数

コ
電
‐
田
】

1塚堪卜「暁モ

州劇劇 凋 翻呼吸器系
1晏|

そ の 中1晏|
‐８

％

‐８

拓

立

伊

‐５

訊

２７
ゼ
ｐ

2041
1291
5551

男
女
計

- 6 2 -



(口) 結 核死亡者年令別区分

５０‐掛
珊『
制
判
仰

斜
詔
飢
判

轟

一

卸

！

ｐ

死
亡

発
生

_年 令別

年次丹ト

昭 和

全

全

仝

企

蒼
一一ヨ訓
翻
判
到
判

５０

４８

鶴

７８

７４

一
　

一
　

一
　

５

１

コ

祐

雰

弱

雰

一　

一　

一　

一　

一

る

　

一
　

一
　

２

　

一

ｌ

ｏ
″

８

１

８

年

年

年

一年

年

２

２

５

５

３

仔)性 病 患 者 届 出 数

的コ
剖
十二十一翻

昭
私類抗   1性

れ
1昭
和 郷 年

十甲
和 郷 年

十

¶
刊

＝

一―

男
女
計

1 8 1清 掃 事 業

1昭
和 5 0牟

1昭
ネR 5 1年

十
落 和 る2年29年昭 和|ヽ

一
数

ロ

4.

22.17

4 . 7

25。1

4 . 8 6 1

26.501

4.

2ア.1

(イ)清 掃区域内戸数及び人口

(口)塵 芥及び糞尿処理状況

年
十度
ヤ
‐
ヽ
＼

＼
　
　
　
種

処 実

理 績

百

ト

ラ

ツ
ク

）

ムロ
　
　
淋然

処
　
理

叡一峰
帥

炭

一副

石

一
処
　
理 |~11!ii::~~1,::|~li~11!:i~~!:ii:ii処 実

理 績

処 台

理 数

和28年

仝 29年

全 50年

全 51年

全 52年

2.555

2 . 5 1 7 1

612

1.000

2.470

1.596

2.000

8,189

9.227

10.615

1.125

1.256

屯
10。047

11.065

15。554

10.994

1 2 . 1 7 9

9.725

1 0。86 9

12.675

2.861

3.167

諒| 2.
2.

2.

2.1

掛
淵
醐
封

５００‐

台
５２２
５‐７
駈
駈
椛

屯
施
例
椛
期
郷

験
て
ク

汲
い
ツ

尿
つ
ラ

糞

に

卜

に

一 鶴|一

2.



「
~戸W

(ハ)従 事 員 及 び 施 設

~事盤上_百 _「
抜 ~~鼻 而

~| 十年 業  員

| ポ 可 甫  | ― キ |

ト ラ年度せ 型`

≧亮豪翌主_分_

‐２

５２

％

１

２

鶴

１

９

”

８５６

郷

師

縄

縄

縄

伊

６７

一
年

年

年

年

年

一

８

９

０

１

２

一
２

２

５

５

３

一
和

全

全

全

全

一
昭

年

年

年

年

年

和

全

全

全

全

Ｆｉｌｌｌｌｌｌｌｌｉ■糾酬▼翻
引

591
|
581             1

5 8       1

601

劇2あ斎樹
皿
剛
韓
帥一‐・４２８瑚抑

４７０
酪
側

１

５

奇

封削
・．‐悶刊捌
‐

２

８

い

帯

員

額

世

入

金

産
　
助

い耐
　
扶

生 活 1教

扶 助
1扶

81霞8

14剤
昭 和

28年

全

2 9年 11鋼
７００
７０２
円銘

２

‐１

範

帯

員

額

世

入

金

19)民 生 委 員

位0 生 活保護法による保護状況

11潮14』調盤
囲
５４７
勧

２

２

２４

名

倒

７０

２

‐１

４２

２

５

４８

伊

粥
円
％

１

拶

帯

員

額

世

入

金

全

5 0年

御

８７８

姉

２

８

２２

５２

２４

８２

調
封
判
判

帯

員

額

世

入

金

全

51 年

料皆創1舞翻1遠盟歩翻1劇
祉 施 設

称 1主 要 事 業

ぽ雪鞣1盆捐緩蓄

拓

拓

４‐

財団法人 網  走

網 走 市 立

字

新

市走

全

大
辞|

-64-

1網



一
町
に
ま
お
■
―
‐
ｒ
ｉ
Ｈ
・
「

Ｌ
　

声

位〕 公営住宅建設状況

造  1戸 数 f野 数
十
所 在 地

1摘

昭 和 2 2年

全  2.5年

全  2 4年

全  2 5年

全  2 5年

仝  2 6年

全  2 6年

全  2 7年

全  2 7年

企  2 8年

全  2 9年

全  2 9年

全  5 0年

全  51年

全  5 2年

全  5 2年

企  5 2年

木 造 柾 茸 平 屋 建

亜 鉛 葺 平 屋 建

簡 易 耐火 (プロツク建)

1種

2種 (甲型)

1種 (乙型)

2極

1種

2種

母子住宅

身体障害者住宅

1種

2種

町

場

″

″　
　
ム
回
　
路側

戸
２０

２０

ｍ

２０

１０

１０

２０

２０

１０

１０

２０

２０

１０

１８

‐２

‐０

‐０

字 大 曲

字

字

字

字

字

Jと

Jヒ

台 町

駒 場

台 町

5西 5

5西 7

は9 労 働会舘利用状況

( イ)

― 、 一 、生、、生和謡鞠1機 テ掃蔵舗ぽ強1嬬謂訴穏焔1蒜詭森甫焔1而同晶両年

昭 和

昭 和

9 . 9

7。1

(口 )

乱
引

号

大ホ一
一虻
翻
斐
ヨ
ユ一キ
丁
‐５４‐

号

一一

―‐
ト
ー
ー

分

二

年

年

区

エ

ー

２

一ヽ工
唖
型

聴赳
昭 和 2 8年

全 2 9年

全 5 0年

全 51年

全 5 2年

位0 失 業対策事業年度別実績

1割
当 人 員 吸 収 人 員

1吸
収 率 国臨補助金額

筈瑠
;:!】i子|

％
拓
　
・
１

拓
　
・
２
　
・
５

粥

％

００

００

００

２‐５

銅

８‐５

苑

劉

拓

２８

５４

範

伊

千 円

8.

1 1 .

1 9 .

26.091

抑
能
　
・‐４‐
岡
　
・４８０
観

――も5 "ロ

55.





戸

‐

「

…
‐

‐

( 1 )交    通

(イ) 国 鉄乗降、手荷物、小荷物発着状況

劉乗車
網走駅調

降 車 人 員  発 送 手 小  到 着 手 小 「停  継  手  /Jヽ

郷
銘
祐
鉛
０４４
００８
如
‐４０
ｍ
笈
銘
統
伊

骨
和
;!:|
; :iを|
; ,:唇|
″ 27年十

556.15』

鑑:!】手:|
929.0571

905,7141

;;!|:?】|

8!lil,|
81子|,;子|

527.

8 1 5。

865。

907.

8 8 8 .

8 1 5 .

961.

957.

90ア.

821.

8 1 6 .

8 1 6 .

825.

艦鍋

57.

59.1

64.

84.

107.

1 1 5 .

164.16

178.

218.051

9681

9 1 1

6661

2901

9941

:を,|

187.

202.1

2 1 5 .

250.

1甑扱

一屯

1車 扱 1計

務骨
閉 .851

107.278

緒判争

格駆

税16.8震

７

４４

８５

野

粥

２

114.9761 7.7
|

仰λ66尉7掲

需翻乳

(口)国 鉄 貨 物 発 着 状 況

(ハ)パ ス 旅 客 輸 送 状 況

盟垂≧ぜ生土車  _師 数十乗 一 日 平 均 乗 客 数

2.516

2 . 5鶴

5.066

5.768

修)通

(イ) 妻 い

1ア.524

19.755

21.86乙

25.554

845。255

944.650

1,119.102

1,る75。468

信

便 施 設 昭和52年 5月 末現在



１

１

‐
‐‐

達

受

配

引

和

年

昭

秘

僧)電

( イ)

話

電話加入者牧及び一日平均通話数

(口)郵 便 物 取 扱 件 数

Lど登亜垂|ェ
イ
融       _1

踏緊動曇1猪剰 1名 鋼 】
各年 5月末現在

(口)電 報 取 扱 件 敬

封
司
劉
劇
剰
封

その他
1 含

報

一ｑ

醤

動
車

一　
て

て
　
１

８‐

‐７‐

２６‐

卸

招

軽
自判
「

鋼

剰

鍋
翻

７０‐

テ|
11
221

261

予:|

1 5 1自 転 車、荷 車

輪 |

昭 和 2 5年

″ 26年

″ 27年

″ 28年

″ 29年

″ 50年

″ 31年

″ 52年

‐
‐

‐

７
‥‐
洲
調
封

―
　

　

　

　

鋼
5.

5.56

化コぎ
仁40d

２４４‐

淵

羽

叫

撒
鍋
‐

5,





( 1 )道

分
1舗

粁
13.2

57.6

7 1 . 1

529.89

451.79

級

級

道

道

１
　
２

道

５

２０

‐

％

″

修)橋

国 道 1級

2級

道  i  道

市 1   道

i計

専 用 住 宅

店 舗 併 用 住 宅

工 場 兼 住 宅

宿     舎

公 営 住 宅

臣上_百戸1木 造 橋 1合

範

“

も

引

１８

‐８

ジ

と

―

科

淵

料

川

ｑ

『

劇

―

―

・

―

＝

封

刻

８
‐

引

刊

引

‐

―

１

２‐

‐

ハ

‐

「

―

―

―

―

宅

宅

宅

舗

館

所

庫

所

庫

卜

校

園

舎

室

棟

院

番

住

鞠

住

　

務

　

距

　

一一
　

稚

庁 々

蜂

子
樺
同
　
　
　
　
場、　
パ
　
　
公
校

母

身

共

店

旅

事

倉

工

事

ア

学

幼

官

学

病

寺

交

13)建 築 届 出 件 数

一 鶴 一



l  r r T

公

整

演

水

観

映

市

給

料

そ

衆  浴

骨

武

族

光 案 内

画

1 4 )上 水

上水道新設の経過

本市の上水道は過去20年間に数回企画され、何れも実現を見るに至らなかつたが、昭和22年の市制施行以来、市

勢の急激な発展と人口増加のため、再び上水道設置の必要性が認識さね、昭和26年12月12日総工事費2億5千万円

、 るケ年計画による上水道新設工事の認可を受け、昭和27年度より工事に着手したのであります。その後技術的

経営上の理由と経済上の理由により 2回にわたり設討変更の止むなきに至り、事業期間も5年より7年に延期され

たのでありますが、全市挙げて本工事の完成に意を注いだ結果、驚異的な進歩を遂げ50粁に及ぶ送水管工事をわ

ずか 2ケ年で党成し、昭和29年11月21日には市街1と域の 5割に通水を偽始することができ、昭和卸年度には討画

給水地域の 7割に通水を実施し、全工事の80%を完了し、昭和55年度竣功を目ざし着々と工事の完成に努めてい

る。

上水道新設工事計画の内容

(1)概要 藻 琴川の支流ンンノイモコト川の水源をなす湧水口 (東藻琴村字末広)に 取水場を設けこれより550

粁の鋼管を以つて網走字桂町に築造する配水池に自然流下で送水し、ここで塩素滅菌、計量の後二条

の配水管をもつて市街地域に自然流下せしめ各戸に給水するものである。

12)計画給水量

給水人ロ

1人1日平均給水量

1日平均給水員

1日最大給水量

0 取 水施設

取水畳

取水堰堤

高さ 2米、長さlo米

律)送 水管 取 水場より配水池まで延長29。427米、内径550托銅管を使用する。

場

院

場

館

所

館

場

所

店

他

油

理

の

計

１

２

４０

１

２

１

　

伊 591

１
　
　
拓

２
３
駆

岬

道

26.500ノ(

2C10ミ五

26.500× 0。2=5.500m8,daン

5.500× 1.5‐7・950m31day

湧水口にコンクリートで築造する。

取水桝の大きさは次のとおり

縦 2米、横 2米、高さ 2米

- 6 9 -



上水道新設工事予算額

種  目

費

費

費

費

費

費

費

費

管

費

場

水

場

池

場

管

ノ

　

務

設

償

備

計

水

送

水

水

ン

水

取

導

浄

配

ポ

配

事

施

補

予

給 水 普 及 率

昭 和 5 1年

昭 和 5 2年

％

・
０

　

。
ァ

名
　
観

８５

　

４２

給 水 戸 数

□

＝

営
業
用

一　
１５０
　
２００

一

団
体
用

一　
中
　
５４

家
事
用
一　
姫
　
範

＼
＼ 区
分

鞭＼
1端
1設 1設

昭 和 5 1年

昭 和 5 2年

―- 70 -―





(1)機 溝

1消
防 団 本 部

|

. 1浦
鱒 灘 呼 北 卯 市

士     原

別 浦 琴 人 浜 内 街

(2)職 員 及 び 団 員

(イ)職 員階級別人員

―
―
オ

一
分

団

十１
１
オ

一
一
分

団

ト
ー
オ

三

分

団

―
―
オ

四

分

団

―
―
矛

五

分

団

―
―
矛

六

分

団

―
―
矛

七

分

団

―消防課―一‐―‐申巾

昭和52年12月末日現在

(口) 団 員階級別人員

長
1消
防 員
1  計

賢1乳
分
1得
分
貿1岳

現 員 数 1 1 1   51   81  22 3 6

階 級 別1消防長膨司 消防司令 1消防 司
令補
1消
防士長
1消
防 士 計

階

一
現

級   切 J I団  長 1副 団 長 本部長十分団長

(ハ)団 別 人 員 配 置

1慾
分
緊1亀往囲|

-71-

介  団  ,JI団 本 部
1格

分



ほ)機 械水利及通信警報施設の状況

(イ)機    械

署

分

分

分

分

分

分

分

計

付
車

ド

ガ
明
オ．

翔

ン

ガ

ポ

ヤ

チ

ヤ

ノ

キ

ダ

11

団

団

団

団

団

団

団

叫|
1.540叩

50

Ⅲ150

1放送
!数
十摘

子 |
望
サ    イ      レ け|

( 4 )火 災 概 況

封承▼歩|ふ▼潮

(口)水 利 施 設

(ハ)通 信 警 報 施 設

火

火

件   数

事     騒

棟   数

世  帯   数

坪   数

損  害   額

傷     者

均 発 生 件 数

3 1 牟 1昭 、和

2るイト

1 4 1 1

25神飛

・ 17世 帯

484炉子95

18,525i560円

死1、傷4

0。07件

26ヤ十

10件

25陳

5世帯

|  ,野 坪 ,

25,015.994円

| ■ 傷]・

0.07件

焼   失

罹  災

焼   失

火  災

死

一 日 平

- 72 -一



一 日 平 均 焼 失 棟 数

一 日t平 均 焼 失 坪 数

一 日!平 均 火 災 損 害 額
上 回 平 均 焼 失 標 と数|

一 回 平
ヤ
均 焼 失 坪 数

二 回 平 均 火 災 損 害 額

市 民主
・
人 当 り火 災損害!額!

0.06棟

1.55坪

50.748円

0.?棟

18炉平65

712.456円

427円77銭

0.06棟

242'平

6 8‐5 5 1円

0。9棟
Ⅲ

54坪04

962.076円

564円17銭

も1071炉平47
~ ‐
16学平65

6.915炉平14'

18炉平94

坪   数

平  均 坪 1数

(5),昭和31年度火災状況 ・

Ⅲ.(イ)火
デ災
i損
害月畑調 !

火 災 度 数

く。) t原 因 別 火 災 状 況

築建

一

建

物

陛
誰

躙一鵬
駐

損

坪

数

焼

一
全

焼

火
―
事

騒
計
そ
の
他

部
分
駐

当

就

′全

駐

―
―
封
刊
＝
ｌ

ｉｌ
劇
引
１１
＝
１‐
引
「
川
¶
２‐
‐
５
１
４‐
‐
舛

ピ

ふ

１

２

■
３

‐４

５

６

７
‐
８

９
「
‐０

‐１

‐２

計
一

刊
―
対
―
十

一
‐
‐
‐
ゴ

―

】

２

　

　

　

　

　

　

い　

１

　

　

　

　

　

一３

１

引

―

―

―

―

洲

刊

川

刊

‐

・７５
‐

・００
‐
‐

・５０
‐
＝
‐

・ｏｏ
ｌ
劇

・ｏｏ
ｌ

・２０
‐
判
劇

―
輩
５
　
鶴

　

２０
‐４‐
％
６４
個
佃ヽ
，

‐‐
‐
１‐「
‐
‐
‐
‐
１‐
「
１‐
１
１１
１
１‐‐
！
‐
１１
１
２‐
‐
１‐
　
・
Ｉ
Ｅ
‐

|〕H

フ
‐

剰

川

４
‐

＝

‐

ョ

ー

２‐

‐

‐

‐

‐

封

刊

１

　

７５

火

ヽ
事
　
騒

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　

　

　

　

“

に

,

P、

q

研

牛

聯者一洗攣
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理誌



I TT

風 呂 場 残 火

ヨ   ン    ロ

石 油 ヨ ン ロ

茶 麦 の 余 熱

放    火

不     明

合    計

口 )ヽ 業 種別建物火災状況

農    業

商    業

日    雇

公  務  員

水 産 加 工 場

製 バ ンエ 場

無    職

精  /米  業

養  豚  業

教     員

澱 粉 工 場

病    院

洋 服 仕 立 業

行    商

( 6 )昭 和82年度火災状況

(イ)火 災損 害 月別調

1甘1,も49.鞘11,研8`盤12.温だ

1戦博分州騒牌失坪判酷1賢

560。000

500

2,668.160

1.000

1.500

18;525。360

岬

火 災 度 数

劇調器岡計 電

世
一川
引

」
―
判

焼

失

坪

数

火

事
　
騒

２

４

１

こ

死

１

２

５

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

計

ｏｏｌ

封

ｏｏ１

５０‐

５０‐
‐
淵
判
―
―
刊
ｌ

ｏｏｌ
耐
‐

盗
５７
５２
２
拓
　
整
　
　
２‐
　
５０
甑

‐―

―

―

―

１

３

１

１

１

１

１

１

１

１

‐

こ

‐

‐

‐

１

７

‐

楊1楊1名lξ

16,741.50d6,329.8411,442.6501



劇
割

「

７‐
―
＝
‐
　

　

　

‐
―
１

２６‐

(口)原 因 別 火 災 状 況

ストーイ桑費
ストーノ台破損

えんとつ 熱 灸

風 呂 場 飛 火

ガ ソリン引火

残火 の不始末

か ま どの飛火

か ま どの亀裂

煙 草 吸 殻

火 入 飛 火

ご み 焼 飛 火

モータープリー

ま   さ    つ

ヨールタール引火

ロ  ー  ン  ク

電 線 短 絡

火 葬 場 飛 火

合     計

19,092.

1.650

(ハ) 業 種別建物火災状況

半焼
1部
分焼
1緩鏡 l l M失

坪数
十唇袴 1賢窒 1砲ま

-75-



(7)最 近5ケ年間の火災発生状況

|」
ｔｔ

一

一

平    均 1 1.

昭 和 2 8年

2 9

5 0

3 1

3 2

＝

引

封

「

１
１

１

１

州

「

洲

刊

２
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所

北 海 道 網 走 支 庁

引ヒ海道教育委員会網走事務局

北海道食糧事務所rtg走出張所
|

北 海 道 網 走 土 木 現 業 所

北 海 道 網 走 保 健 所

北海道立水産試験場網走支場

北海道水産孵化場網走孵化場
|

北 海 道 立 向 陽 ケ丘 病院

北海道開発局網走開発建設部

北海道網走公共職業安定所

網  走 す税  務  署

網 走 営 林 署

網 走 地 方 気 象 台

農林省北 見統計調査事務所
綱  走   出   張   所

釧路地方裁判所 網 走支 部

同 家 庭 裁 判 所 網 走 支部

同 検 察 庁 網 走 支 部

同,法 務 局 網 走 支 局

網 走 簡 易 裁 判 所

網  走  区

網
i 走

網 走  電

検  察  庁

務  所

電 話  局

便  局

郵 便 局

網  走

網 走 南 四

網 走 北

大  曲

六 条 郵 便 局

郵  便   局

卯  原  内

呼  人   郵

藻  琴   郵

北  浜
・
郵

郵  便  局

便  局

便  局

便  局

郵  便  局

便  局

駅

走   駅

駅

駅

駅

駅

岡  駅

内   駅

和  駅

】ヒ6条西4丁目

】ヒ6条西4丁目

南2条西1丁目

新町25番地

北7条西5丁目

北11条東1丁目

字呼人22番地

字向陽

新町29番ltL

南2条東1丁目

薦8終東4丁目

南10条西1丁目

宇台町

南10無西5丁目

字台町

同

同

南8条東る丁目

字台町

同

字三眺

南4条東5丁目

同

南4条西5丁目

北6条西2丁目

字大山

字卯原内

字呼人_

字藻琴

字北浜

字浦士別

字鱒浦

新町

南る条西5丁目

字呼人

字鱒浦

字換琴

字】ヒ浜

字二見ケ岡

字卯原Ⅲ内

字平和

刑

報

郵

条

5 4 0

同

51 7

8 0 0

5 7 7

5 4 1

2 7 2

8 1 4

5 5 0

1 8 7

1 6

4 6

1 2 1

7 0 7

7 2 0

7 2 1

4 0 5

4 5も

7 2 0

4 0 5

7 0 0

5 0 6

5 7 0

9 6

9 7

9 8

6 0

6 0

6 0

6 0

6 0

6 0

5 6 2

1 2 5

浦  士  別

鱒  浦 郵

走

人

浦

琴

浜

ケ

立
‐

網

原

見

見

網

浜

呼

鱒

藻

北

子

卯

北

一- 77 -一

名者

刀ヽ

真

本

白

勝

岩

関

八

尾

八

松

須

拐頭

高

吉

船

】ヒ

吉

森

大

佐

高

武

サil

片

田

滝

山

島

脇

遠

島

回

間

ナll

木

本

谷

木

崎

幡

本

藤

川  忠

田

村

同

越   金

見

村

同

ナ||

泉

藤

橋

田

西

山

,十

田  啓

田

崎

坂

藤

同

但   野

山   本

小  原   慶

枯   木

遠   藤

長   竹

長   竹

政

幸

直

家

武

一

佳

薫

雄

三

徳

夫

雄

男

郎

男

任

四

雄

雄

雄

三

美

吉

彦

広

郎

人

雄

男

義

一一一

秀

定

澄

重

藤

義

徹

重

　

清

郎

松

任

太

竹

清

照

辰

忠

孝

武

富

吉

盛

稔

辰

正

正

雄

丸

郎

美

雄

蔵

蔵

太

一

常

　

勝

忠

作

作



北海海運局〕‖路文局網走出張所

釧路海上保安部網走海上保安署

網 走 港 航 路 標 識 事 務 所

焔 取 町 愉 格 鴨 執 善 あ巧!

北海道警察引ヒ見方面網走警察署

日本 専 売 公社 網走 出張所

北 見 放 送 局 網 走放 送 所

網  走  市  役  所

網 走 消 防 署

網 走 市 教 育 委 員 会

網 走 市 立 図 書 鵠

網 走 郷 上 博 物 舘

網 走 市 立 労 働 会 舘

網 走 市 立 教 育 研 究 所

北 海 道 網 走 教 員養 成 所

網 走 市 立 保 育 所

字能取

南5条東4丁
・
目

北1条西1丁目

南6条東6丁目

靱 F・

南6条東6丁目

南1条西5丁目

字桂町

南6条東4丁目

南2条東1丁目

南10条西5丁目

南る条東5丁目

字桂町

同

南10条西5丁目

同

新町

5 8 9

9 9

1 6 9

太

相

鶴

菊

生5,

57

559

590

560

220

196

90

5?`

169

同

治

安

郎

薫

次

郎

治

郎

郎

郎

夫

太
　
　
一

七

棟

会

泉

原

末

見

捕

渡

小

鴫

有

浅

小

田

サll

羽   清

声

稲
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主なる新聞社、会社、工場、組合

“ 芸| 所  在  地 1所
在 地

北 海 道 新 聞
・
社 網 走 支 局

と

北 揺 場 丹
f暫
母 生 憾

1垂
登 暑

‐

毎 日 新 聞 社 網 走 通 信 部

株 式 会 社 網 走 新 聞 社

株 式 会 社 網 走 新 報 社

株 式 会 社 網 走 ト ラ ツ ク

網 走 パ ス 株 式 会 社

北海 道 交通 株式 会社網走営業所

株 式 会 社 網 走 ハ イ ヤ ー

日本通運 株 式 会社 網 走 支 店

株 式 会 社 網 走 小 型 運 送 社

北 海 道 拓 殖 銀 行 網 走 支 店

北 陸 銀 行 網 走 支 店

北 海 道 銀 行 網 走 支 店

北 洋 相 互 銀 行 網 走 支 店

網  走  信  用  金  庫

北 海 道 相 互 銀 行 網 走 支 店

日魯漁 業 株式 会社 網走冷凍工場

斜里海洋漁業株式会社4tB走鱗光冷蔵

網 走 水 産 冷 蔵 株 式 会 社

網 走 冷 温 倉 障 株 式 会 社

北 見 食 品 工 業 株 式 会 社

同 和 食 品 株 式 会 社

雪 印 乳 業 株 式 会 社 網 走 工 場

三 洋 造 船 株 式 会 社

株 式 会 社 道 東 造 船 所

網 走 造 船 有 限 会 社

網 走 工 機 株 式 会 社

北海 道 電 力株式 会社網走営業所

株 式 会 社  電  設  社

極 光 確 詰 株 式 会 社

網 走 食 料 品 卸 株 式 会 社

北 東 水 産 工 業 株 式 会 社

村 上 水 産 株 式 会 社

山 田 水 産 工 業 株 式 会 社

北 見 水 産 工 業 株 式 会 社

佐 々 木 水 産 株 式 会 社

小 林 水 産 株 式 会 社

相 互 水 産 株 式 会 社

網 走 共 和 工 業 株 式 会 社

南5東2

】Ll東2 ‐

南5西4

南5東1

南4束4

南5東2

弟「町

南2東1

南4東2

南6西1

南4西5

新町

南4東2

南4東1

南4垣1

南41Ai2

南4西1

南4東5

南1西1

南5東6

南1西2

南る束5

新町

北6東1

綜町

】ヒ27ヨ2

北1西1

北1東1

南7東7

南4西4

南5東2

北1東2

南5西2

南4東5

南4束4

】ヒ5菓2

南7束6

南8東5

北7東1

南1束1

南10東5

海岸町

南5東1

南1西5

】ヒ2酉2

南5東5

南5西1

南5束2

南2東5

字呼人

大曲

南7東5

字藻琴

字卯原内

字北浜

北6西1

新町

南4束1

南4東1

南2東1

南4東5

南5東2

南4東5

南る西5

南4西1

南4東1

北5西1

南7西5

南?西4

南6東4

南4西5

新町

南4束2

南6西4

】ヒ6西1

新町

新H3・

】ヒ6西1

南4栗4

南6西2

北7西4

南5西2

新町

所

社

社

社

店

所

合

ハロ
蛤
場

合

合

合

合

▲口
組

屋

店

店

店

店

有

網

網

網

株

網

網

西

北
網

網

網

西

南

市

株

株

株

株

株

株

株

株

株

田

一
一
網

聖

網

千

オ

大

安

日

北

一二

羽

網

株

北

網

株播鐘爾結主窒繰案塞猛|
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可
―
―
―

網 走 土 木 建 築 株 式 会 社

網 走 石 材 工 業 株 式 会 社

北炭販売株式会社網走出張所

三 '共建 設 資 材 株 式 会 社

東 出 水 産 有 限 会 社

北10西5

南7東7

新町

南る東1

蘭4東6

社

社

社

社

会

会

会

事

式

式

式

式

株

株

株

株

業

業

業

産

漁

産

漁

水

進

新

洋

立

北

日

大

共

諏
諏
脚
蜘

一 卸 一





日
1   記

年賀交礼会 (市吏員)

新年交社会 (市民有志)

御用始め

消防出初式

網走漁業脇同組合青年部設立絡公

部課長会議

固定資産家屋一斉調査施行tT舎

観光協会新年度計画座談会

文教厚生委員と教育合同協議会

市役所内成人式

成人祭

網走管内漁業協同組合長会議

集約酪農地域年次実施計画策定合同会議

臨時出納検査

道路占用者関係会議

東部海区漁業調整委員会

道公園係堤技師米網

文教委員会

産業常任委員会

市議会

集約酪農協議会理事会

定閉1民生委員協議会

西網走地区農村振興協議会

公益質屋開店

昭和52年度救農工事状況視察

宮津道議を囲んで土木現業所、市役所懇談会

北見市議―行来網

救農失対現場調査

運輸省港湾局国倉抜官来納

全道市議会議長臨時総会

冷害資金配分打合せ会

市怖J記念式

宗教連盟総会

支庁管内民生委員研修会

昭和52年度失対事業計画打合せ会

部、課、係長会議

予算打合せ会

海上保安庁次長来網

市役所、職業安定所、失対事業事務打合せ

通理財係起償関係調査

民生委員定例協議会

米国大使館ナンフレイズ大舶来網

4

5

8

9

10

11

14

15

16

18

22

2

4

5

7

8

11

12

15

14

15

16

17

18

1?

20
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会議室

…
' 1 1

会議室

商工会議所

商工会議所

市長室

当宿室

たちばな

労働会館

商工会議所

支庁クラノ

会議室

監査事務局

警察署

商二会議所

議会事務局

会議室

入舟

卯原内

八坂地区

三条パレス

山里

オ1_1晃寸丁

会議室

支庁

商工会議所

工営部長室

会議室

公宅

たちばな

入舟

(塁褐需32'署12月51昌)

上野課長出席

大内助役出席

収入役出席

課長出席

地域内町村出席

上野課長出席

国定公園施設調査

市長出席

町田部長

町田部長

町田部長

港湾祝察

議長、局長庄席

会食

市長、庄田旨「長出席



ｒ

「中

20

21

22

25

24

25

26

28

1

5

6

7

8

9

11

1 2

15

14

15

17

18

定例教育委員会

児竜巡回判定

部課長会議

公 キ
′
質電運営懇談会

農業委員会

河1菜原料区域説明会

定夕J民生委員協議会

予算打合せ会

総務委員会

工営委員会

文教厚生委員会

農政懇談会

産業委員会

道教育課長来網

農政クラノ打合せ会

稲富民生委員井尾利一氏逝去

開発委託冷対救農工事打合せ

自由労組団体交渉 (入学児童準備金等)

図書館委員会

道都市計画認係民*網

贈浦iむ湾期成会総会

日ソ漁、業交渉適正妥結促進網走市民大会

開発弓
=長
谷副主幹米網

総拷文教序生連合委員会

部課長会議

自由労組団体交渉

文庁管内綜合開発役員会

斜網地区普及Rノ ロツク会議

支庁管休総合開発期成会役員会

定夕」教育委員会

地方財政プロツク研修会

生活保護法事務監査 12日～14日

自由労組団体交渉

教員養成所卒業式

失対労務者代表と市長懇談

交通公社札幌支社次長来網

予算打合せ

オ ?回種牛L馬飼養管理共励会

山火予防52年度予算会議

膜政クラノ協議会

紹走市農業振興協議会打合せ

集約略農理事会

通倍
:財
課長来網

束ヨ!海区漁業調整委員会

議会運営委員会

教育長室

労働会館

千代菊

ぜに一

会議室

商工会議所

会議室

公宅

議会事務局

公宅

議会事務局

労働会館

議会事務局

ぜに一

労働会館

部長室

会議室

市長室

会議室

鱒浦

商工会議所

労働会館

公宅

市長室

支庁別舘

労働会舘

支庁会議室

教育長室

商工会議所

福和L事務所

市長室

市長室

たちばな

市長室

駒場

会議室

市長室

労働全舘

公宅

支庁クラノ

議会事務局

- 8 2 -

上野課長出席

内沢係辰出席

議長出席

篠原課長出席

町田部長出席

懇談会

町田部長出席

庄田部長出席

都市計画街路事業打合せ

工営部長出席

市長出席

市長出席

町田部長出席

水野係長出け

篠原課長、その他 |

庄田部長、千葉課長出席

懇談

能取片岡知事表彰



20

21

2 2

2 5

26

51

1

16

18

19

2 0

2 1 :

22

25

24

25

26

27

こ0

5月生れ赤ちやんコンクール

農業団体長定例連絡会議

定例教育委員会     |

市議会招集

水産加=振 興会懇談会

農業委員会

市議会 26日 ～5o日

部長会議

昇給昇格発令部課長会議

財産処理特別委員会   、

農業推進協議会

大内助役就任抜拶

昭和52年度失対事業枠その他打合

管内教育長会議

4月分失対事業報償金=給打合

釧路地方裁判所長来庁

農業推進協議会

臨時教育委員会

勧く婦人の一日講習会

例月出納検査

魚霊祭

総務、工営連合委員会

森林組合総会

定例教育委員会

靖国神社遺族参拝

労働会館運営委員会

昭和52年度農業振興協議会

網走市農脇総会

社会教育委員会

卯原内道路改良工事感謝状贈里式

西網走農脇総会

社見財務部管財課長来網

也川鉄道局長来網

家畜保煙衛生所運営協力会役員会

開発弓道路課長来網

博物舘協議会     ・

定例民生委員協議会

道路安全協会総会

職員採用試験

農業季員会

区長会議

オ28回統一メーデー

7fE察基準務による聴聞会

納税組合長会議

農業委員会

TT 85千~

保健所

千代菊

教育長室

商工会議所

労働会舘

会議室

湖畔クラノ

公宅

市長室

会議室

職業安定所

支庁クラノ

助役室

たちばな

藻琴中学校

教育長室

支庁クラノ

監査事務局

漁業脇同組合

市長室

商工会議所

教育長室

労働会舘

会議室

労働会舘

卵原内中学校

入舟

山水閣

支庁グラノ

博物館

会議室

警察署

会議室

中央校々庭

商工会議所

会議室

湖畔クラプ

篠原課長出可T

町田部長出席

上野課長出席

町田部長出席

庄田部長千葉課長出席

教育長出席

大内助役、庄田部長出席

助役外 6名出席

町田部長出席

町田部長出席

町田部長出席

市長、庄田部長出席

市長出席

Tド長、議長出席

市長出席

議長出席

水野係長出席

市長出席
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第

郷

２９

50

51

2

5

8

9

10

15

15

17

18

19

20

拓

２４

農業団体長定例連絡会議

教育研究推進委員会

海上保安署昇格陳情

道林政部長来網

管内教育長会議

体育会舘協議会

道路愛護組合絡会

体育舘発起大会期成会設立総塗

部長会議

総務委員会

財産処理委員会

全道市長会

農業委員会

家畜入工授精事業委員会

定例民生委員協議会

管内教育長会議

図書舘協議会

自治庁長官 房々調査課叶事拷官来絶

貸付牛飼養者総会

原生花園保勝会

海上保安庁電波管理謀長と行来網

大蔵省調査課長一行来網

交通公社北見案内所長来綱

土曜会

田辺本店40周年祝典

桂ケ岡神社祭

中山開発庁政務次官来相

公衆電話架設祝賀会

交通公社開設祝賀会

定例教育委員会

―級国道59号線舗装工事説明会

農業団体長定例連絡会議

網走市地区綜合家畜品評会

道商正労働常任委員一行来網

郵政省郵政局長一行来稲

農業委員会

観光協会会議

市議会

議会運営委員会

市有財産処理持別委員会

定例民生委員協議会

開発庁長官―行来網

道水産部長一行来桐

旭川鉄道管理局旅客課長―行来網

西網走地区綜含家畜品評会

室

室

荘

議

長

″

″

湖

会

市

湖畔クラノ

三中

小縛

労働会舘

酪舘市

会議室

押任 務々競

支庁クラシ

図書舘

労働会舘

会議室

向陽高校

たちはな
中園|

商工会議所

我昔農堂

出′き寮

酵

駒場

持彙童

会議室

商工会議所

会議室

二鶴ニ

卯原内

篠原操良出補

市長

毅督提日捕

勧横出群

夫肉踊俊出常

懇議会

持換由縛

出部費キ業線長出椿
幡出様長rA4帯

央対枠増椴め件僚捨
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8

10

11

12

15

14

15

16

18

19

20

2 2

25

25

27

50

51

1

2

中央地区綜含家畜品評会

固定資産評価審査委員会

海区漁業調整委員選挙資格審査

農業技術連絡会議

教科書採択委員会

新町衛生協力会発足

自由労組団体交渉 (夏季手当等)

全道監査補助職員研修会

全道監査委員協議会

遊覧船運営委員会

港湾改修工事の件開発、市雨者打合

農業委員会

工営委員会

農業委員会委員選挙立候補受付

教員研修協議会

千F制十周年記念事業特別委員会

全道中学校長会議

昭和50、51年度失対事業会計検査院監査

農業委員会委員立候補締切

教科書採択専門委員会

遊覧船進水式

自由労組団体交渉 (夏季手当等)

工営、文教、厚生委員会

国定公園審議会委員一何来網

定例教育委員会

固定公園審議会委員一行観光視察

オ4回全道市町村掃人議員協議会

震林水産常任員一行来網

天都山道路落成式

病害虫防除推進協議会

農業団体長連絡会議

港湾整備計画調査のため運輪省横田技官来網

農政クラノ協護会

臨時教育委員会

永井代議士来網   ・

南網走地区新期導入種馬入魂式

生活保護法事務瑞査

定例民生委員協議会

市制執行十周年記念祝賀会

部課長会議

市議会

議会運営委員会

漁港審試会委員―行来4tB

濃業委員会

石井副総理一行来網

藻琴

市民室

公宅

会議室

教育長室

モリヤ宅

部長室

湖畔クラノ

商二会議所

公宅

開発

会議室

議会事務局

労働会舘

市長室

三中

市教委

網走造船所

工営部長室

会議室

ツトロ

教育長室

佐呂間

湖畔クラノ

胡畔体憩舎

商王会議所

湖畔クラノ

八舟

湖畔クラノ

教育長室

北浜

福祉事務所

会議電

網走小学校

公宅

会議室

会議室
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田浦漁港視察

篠原課長出席

庄田部長出席

滝井、上野出席

市長、議長出席

市長、庄田部長出席

観光視察

市長同行

市長出席

町田部長出席

市長出席

市長、庄田部長出席

篠原課長その他

市長、市民有志外



中 f「r

2

4

る

ア

9

10

15

14

27

28

29

乙0

51

1

5

5

6

フ

10

11

1 2

1 5

‖i時教育委員会

|と1院中央放進声も!どt来網

総所、工営迎合変員会

総務、阿定資産評価委員合同協議会

衆議院!田上開発特別委員一行来網

義宮厳来網

本名農林政務次官来網

総務、文教、厚生連合委員会

農機具展示会

家畜共進会

鉄道施設整備特別委員会

同上

定例教育委員会

全通学校捕導者研修会

土曜公

″」月出納検査

市税滞納整理方針設定打合

公衆衛生夏季大学

総務、工営連合委員会

図書館委員会

観光協会総会

文教,教 育委員合同協議会

濃業団体長会議

農業委員会

衆議,すこ撲トト水産委員一行来網

日ソ近海漁業t野定防定並に貿易促進網走地区大会

職員家族慰安野遊会

ギ子進4均言1面委員会

定期甲た苺

連iを予ぢ部長一行来網懇談

ケtl明腎:rF

イスパラガス研修会

営造4勿計画委員会

定期監査

同上

国鉄北海道支社長来網

定期監査

国定公園審議会委員一行来網

レールパス停留所現地調査

定期監査

ブロツク教育長会議

冷督物資配分協議会

定期監査

同上

教育研修大会

教育長室

会議室

市長室

支庁クラノ

議会事務局

埋立地

駒場

市長室

教育長室

二中

たちばな

監査事務局

市長室

労47」会舘

議会事務局

市長室

会
~」
I室

労伽会舘

北浜

会議室

中央校 庭々

湖荘

公宅

能取地区

湖田子クラノ

卯原,|!地区

卯原内

公宅

夕D原内地区

呼 (地区

モヨト地区

能取

モコ 地ヽ区

労ll」会舘

市長室

モコト地区

北浜地区
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助役、部長懇談

管内視察

564人参集市長外

助役出席

町田音F長出席

市長出席

公普住宅関係

能取、西能取小、中学校

助役、庄田部長地席

平和、卯耳F'j小、中学校

市長、町田判!長占lrlJ

学校関係

卯原内嘉多山小中学校

呼人、東網走小、中学校

鱒浦、豊郷小、中学校

庄田部長

中国、豊栄小、中学校

市長、助役出席

藻琴小、中学校

北浜丸万小中学校
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１

２

４

５

９

　

２

　

８

　

９

２

２４

建築委員会

営造物計画委員会

小樽海運局船舶部長米網懇談

公平委員会

納税組合結成実行組合長会議

納税組合長会議

定期監査

敬老会         t

定期監査

定例教育委員会

納税組合長会議

同上

桂ケ岡神社秋李奉賛会

中央地区家畜品評会    ‐

農業委員会

開発庁小関技官来網

農業団体長会議

斜網地区人I授 精事業統合対策協議会

52年度赤ちやんヨンクール表彰

国定公園協議会

例月出納検査

定例民生委員協議会

道港湾係長来網

市内水道配水管工事着手

市民税課税方式打合

アスパラガス耕作打合

甜菜受入協議会

総務、文教、厚生委員会

部課長会議

厚生省国立公園部長来網

開発庁深谷土地改課長来網懇談

災害物資配分打合会

西網走地区納税貯諮連合組合役員会

鉄道施設整備特別委員会

全道水産都市協議会

水稲作況調査

同上

財産処理委員会

西網走農業協同祖含家畜品評会

南網走農業脇同純合十周年記念式

西網走農業協同組合十周年記念式

膜業委員会

定例教育委員会

南網走袋業脇同組合綜合家畜`甲,評会

定例民生委員tFiJ議会

公宅

たちばな

市長室

市農協

中央農協

浦士別地区

労働会舘

浦士別地区

教育長室

西網走農協

南網走農協

藻琴

会議室

会議室

市長室

監査事務局

会議室

助役室

極光確詰

入舟

市長室

入舟

市長室

西網走農脇

市長室

会議室

呼人、卯原内

稲富

市長室

卯原内

Jヒ〕各

卯原内

会議室

教育長室

音根六

会議室
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篠原課長その他

浦士別改築工事

水野係長出席

税務課長出席

大内助役、高木課長出席

浦士別小、中学校

市長、助役出席

清浦小中学校

大内助役、高木課長出席

同上

市長出席

港湾視察

町田部長出席

男女10名

大内助役出席

篠原課長その他

海岸法による指定区域調査

町田部長出席

町田部長出席

観光施設調査

市長、庄田部長出席

部長出席

高木課長出席

柴技師

同上

町田部長出席
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7
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16

18

２７

２８

湿潤低温校害対策脇議会

港湾計画課長来網

道建築部長来網

地域房J寒地農業確立対策協議会

納税貯薔組合長会議

農業団体長会議

例月出納検査

網走市オ4回家畜共進会
・

部課長会議

市民税課税方式その他税務事務打合

秋季馬市

納税推進委員会

工営委員会

秋季罵市

市民税課税方式打合会

議会運営委員会

市議会

港湾整備期成会

自由労組団体交渉 (年末手当)

観光協会役員会

総務委員会

定例教育委員会

固定資産税評価事務打合

産業委員会

定例民生委員協議会

教育委員会

文教厚生委員と教苦委員合同協議会

共同漁業確管理行政実普調査協議会

営造物計画委員会

児童福祉法保育所経理事務監査

総務委員会

脚浦漁港修案懇談会

農業団体長会議

松田代議士一行来網

能取小学校 舎々増栄落成式

永井代議士一行ヌ網

災害対策委員会

豊郷矛 1実行組合共励会

部課長会議

高田議員御母堂逝去

網走小学校増築落成式

文教厚生委員会

定例教育委員会

産業委員忘年会

西小学校増築落成式

一 鶴 一

支庁クラノ

商工会議所

国保組合

千代菊

監査事務局

駒場

公宅

公宅

駒場

支庁クラノ

会議室

卯原内

公宅

市長室

会議室

公宅

市長室

湖荘

議会事務局

教育長室

市長室

議会事務局

会議室

市長室

議会事務局

支庁クラノ

公宅

福祉事務所

議会事務局

鱒浦小学校

千代菊

能取小学校

支庁クラノ

豊郷

公宅

網走小学校

議会事務局

教育長室

千代菊

西小学校

町田部長出席

道営公営住宅工事視察

部長出席

高木課長出席

町田部長出席

大内助役出席

高木課長出席

北見、紋別税務課長出席

庄田部長、千葉課長出席

市長、庄田部長出席

稚内、紋別、留酎出席

篠原課長その他

市長出席

千葉課長出席

庄田部長出席

0



管内教育長会議

工営委員会

部課長会議

総務委員会

定例教育委員会

自由労組団体交渉 (石炭手当)

文教厚生委員会

御用終め

保健所

議会事務局

公宅

議会事務局

教育長室

助役室

市長室
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頭 小原四郎作詞土
日走網

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ｄ

ハア
ゎ鮭
乳
から
　
痛
が
と
け
て

街
も
港
も
　
ヨ
イ
ャ
ノ
レ
　
薄
化
粧

鴎
あ
と
追
う
　
あ
と
追
う
沖
は

宝

船

　

ョ
イ
ョ
イ
ョ
イ
・

呼
ん
で
　
呼
ん
で
　
お
く
れ
よ
　
帽
子
岩

ナ
テ
　
網
走
よ
い
と
こ
　
ナ
ツ
テ
モ
ヨ
イ
ヨ
イ

ハ
ア
　
あ
ち
ら
知
床
　
ン」
ち
ら
は
能
取

中
の
モ
ヨ
ロ
は
　
ョ
イ
ャ
ソ
レ
　
夢
の
跡

花
も
嘱
く
　
さ
さ
や
く
丘
の

郷
土
館
　
　
ヨ
イ
コ
イ
ヨ
イ

君
の
　
君
の
こ
こ
ろ
に
　
虹
架
け
る

ナ
テ
　
網
走
よ
い
と
こ
　
ナ
ツ
テ
モ
ヨ
イ
ヨ
イ

ハ
ア
　
雲
の
羽
衣
　
ひ
と
さ
し
舞
え
ば

風
も
浮
か
れ
る
　
ヨ
イ
ヤ
ン
レ
　
天
都
山

千
草
模
様
の
　
模
様
の
裾
に

う
み
湖
二
つ
　
　
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ

合
せ
　
合
せ
鏡
で
　
誰
う
つ
す

サ
テ
　
網
走
よ
い
と
こ
　
ナ
ツ
テ
モ
ヨ
イ
ヨ
イ

ハ
ア
　
香
る
海
幸
　
野
の
幸
抱
い
て

日
毎
色
増
す
　
ヨ
イ
ヤ
ノ
レ
　
街
の
幸

招
く
ネ
オ
ン
も
　
本
オ
ン
も
月
も

よ
い
港
　
　
ヨ
ギ
ヨ
イ
ヨ
イ

．
東
け
て
　
更
け
て
七
つ
の
　
星
が
呼
ぶ

サ
テ
　
網
走
よ
い
と
こ
　
サ
ン
テ
モ
ヨ
イ
ヨ
イ

唄 小原四郎作詞′Jヽ走組
叩　
　
　
　
　
藻
琴
お
ろ
し
に
　
　
オ
ホ
ツ
ク
昏
れ
て

招
く
四
条
は
　
　
　
人
の
波

恋
の
あ
ば
し
り
　
　
あ
の
橋
あ
た
り

月
に
浮
名
の
　
　
　
泊
り
船
　
′
ヽ

雲
の
し
づ
く
か
　
　
真
珠
の
玉
か

街
は
ほ
の
ぼ
の
　
　
早
ざ
く
ら

花
の
あ
ば
し
り
　
　
港
の
名
ど
こ

帽
子
岩
か
ら
　
　
　
春
が
く
る
　
ア
ヽ

能
取
こ
い
し
や
　
　
汐
風
だ
よ
り

ビ
ー
テ
パ
ラ
ッ
ル
　
誰
を
待
つ

モ
ヨ
じ
貝
塚
　
　
　
み
ど
り
の
小
径

夢
は
照
る
日
の
　
　
郷
土
館
　
′
ヽ

恋
の
七
坂

　
　
　
ド
ラ
イ
ノ
ウ
エ
イ

眺
め
絵
ど
こ
ろ
　
　
天
都
山

小
麦
肌
い
ろ
　
　
　
リ
ン
ゴ
の
頬
に

鮭
も
お
ど
る
よ
　
　
網
走
湖
　
メ
ヽ
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（濤
沸
湖
畔
原
生
花
園
の
歌
）

園ん
作
詞
作
曲

と

う

ふ

つ

一
、
わ
た
し
や
溝
沸

４

み
浪

の
ひ

ヽ
き
を

ナ
ア
ナ
咲
い
た
よ

力
と
　
は
な

同
じ
花
な
ら
ナ
ア

二
、
隊
れ
た
晶
茶
柄
　
　
雄
ポ
が
設
ぴ

ち
ら
り
青
ナ
ギ
　
　
日
も
青
む

（以
下
囃
子
同
じ
） 聞言原寛

花か

′J こヽ

三
、
放
し
駒
さ
え

径
の
ア
ヤ
メ
を

四
、
ど
う
せ
見
る
な
ら

露
に
キ
キ
ヨ
ツ
の

こ

の
　
　
は
４

五
、
あ
の
娘
野
の
花

咲
け
ば

ハ
マ
ナ
ス

松 大

田塚 唄是

生
の
花
よ

い
て
咲
く

け
ん
せ
い
　
か

え
ん

原
生
の
花
園

う
が
な
花

ぐ
び
首
さ
し
の
べ
て

貯
て
畦
丁

朝
の
間
ご
ざ
れ

色
も
増
す

今
ま
だ
つ
ぼ
み

も
　
　
　
任
エ

燃
え
る
花

た
そ
が
れ
の

は
■

花

ア

ャ

メ

み

”．
え

見
返
れ
ば

う
み
ぐ

湖
暮
れ
て

草
の
笛

み
　
つ
喜

う
すかな
唯

一 る

（濤
沸
湖
畔
原
生
花
園
の
歌
）

（歌
謡
曲
）

作
詞
作
曲

て
御
摩
の
　

慰
て
審

肝
隣ぽ
悔
く
　
　
だ
の
静
れ

樹
ぱ
そ
ぞ
ろ
に
　
　
壁
デ
け
る

あ
あ
即
あ
香ヵ、の
鮮
尼
も

旅
の
な
さ
け
は
　
　
胎脚
に
し
む

二
、
咲
い
て
は
る
か
な
　
ハ
マ
ナ
ス
の

燃
え
立
つ
色
に
さ
す
ら
い
の

雲
も
染
ま
り
て
　
　
行
く
も
の
を

は
く
“
上
ぅ
　
　
　
　
み
ず
　
き

あ
あ
白
鳥
は
　
　
　
水
に
来
て

あ
あ
き
異
郷
の
　
　
夢
を
呼
ぶ

駒
も
寄
り
添
う

岐
場
の
原
の

な

ど
ヨ

つ
き
ぬ
名
残
り
に

と
う
ふ
つ

あ
あ
溝
沸
の

吹
く
は
証
が
子
か

松 大

由塚

湖こ

畔発

の

花接
み
　
つ
喜

す車魂代ｆヤ一↓

一 る
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